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参考資料 「小さな拠点」づくりフォーラム in 高知 ＜記録＞ 

 
 
 

 

12:00     開場 

13:00     開会挨拶  藤井 健（国土交通省 大臣官房審議官（国土政策局）） 

13:10～13:30 開催県挨拶・高知県が進める「小さな拠点」づくりの概要 

       尾﨑 正直（高知県知事） 「集落活動センターの取組について」 

13:30～14:15 基調講演  小田切 徳美（明治大学 農学部 教授） 

       「農山村地域の再生に向けて ～『小さな拠点』づくりへの期待～」 

14:15～15:00 事例報告 ●高知県四万十市（大宮集落活動センターみやの里） 

            【発表者】竹葉 傳（大宮地域振興協議会 会長） 

            ●島根県隠岐の島町（社会福祉法人ふれあい五箇） 

            【発表者】池田 眞理香（社会福祉法人 ふれあい五箇 施設長）

            ●広島県三次市（川西自治連合会（川西郷の駅づくり推進委員会））

            【発表者】平田 克明（川西郷の駅づくり推進委員会 委員長） 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝休 憩＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

15:15～16:30 パネルディスカッション  「『小さな拠点』がつなぐ手作りの地域運営」 

       〔ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 〕藤山 浩    島根県中山間地域研究センター 研究統括監 

       〔パネリスト〕竹葉 傳    大宮地域振興協議会 会長 

              池田 眞理香 社会福祉法人 ふれあい五箇 施設長 

              平田 克明   川西郷の駅づくり推進委員会 委員長 

              藤井 健     国土交通省 大臣官房審議官（国土政策局） 

16:30     終了 

 

 

 
  

プログラム 



１．開催

藤井 健

 皆さま

にあたり

 まず、

ました高

演をいた

コーディ

またパネ

いただき

 また今

ておりま

られる方

 さて、

慣れた地

きたとい

るさとと

地域に暮

ては大都

住み続け

 ところ

ち、気付

です。あ

とも簡単

そして巨

に気づき

います。

 また、

しまう。

に暮らし

るという

 2050 年

ます。問

の 1 キロ

て、その

その 65％

になって

催挨拶（主

健（国土交通

まこんにちは

りましてご挨

本フォーラ

高知県の皆様

ただきます明

ィネーターを

ネリストの皆

きましたこと

今日は、私ど

ますし、高知

方が全国から

住み慣れた

地域というの

いう人もいる

というところ

暮らし続けた

都市という人

けたいという

ろが、それは

き始めた、そ

あの「3.11」

単にとてもで

巨大災害とい

きました。今

 

最近、グロ

地域の産業

し続けること

うことに今注

年の予測をし

問題はその減

ロメッシュの

のうちの 65％

％の 3分の

てしまいます

主催者挨拶

通省 大臣官

は。「小さな拠

挨拶申し上げ

ラムの開催に

様方に厚く御

明治大学の小

をしていただ

皆様方には、

とを改めて御

ども国土交通

知県の中で活

らお集まりを

た地域に暮ら

のが、例えば

ると思います

ろは自分たち

たいという思

人もいるでし

う気持ちは、

は実は簡単で

そういう時代

で、私たち

できないこと

いうものの中

今まさに東北

ローバリゼー

業であった林

とはできない

注目が集まっ

しますと、今

減り方であり

の中の人口が

％のエリアで

1、ですから

す。この前も

） 

官房審議官

拠点」づくり

げます。 

にあたりまし

御礼申し上げ

小田切先生、

だきます中山

本当にお忙

御礼申し上げ

通省の「小さ

活動されてい

を頂きました

らし続けてい

ば生まれたと

す。しかし、

ちを育んでく

思いは人間に

しょう、農山

国全体で支

ではないので

代ではないか

ちは、住み慣

とになってし

中で、それが

北では、住み

ーションとい

林業や水産業

い。そしても

っています。

今１億３千万

ます。全国

がどうなるか

で人口が半分

ら、日本全体

も、大雪で市
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（国土政策

りフォーラム

して大変なご

げます。また

パネルディ

山間地域セン

忙しいところ

げます。 

な拠点」形

る方だけで

た。重ねてお

いく、これは

ころという

そこの地域

れたところ

にとって当然

山漁村という

支えていかな

ではないか、

かと思います

慣れた地域に

しまうことに

が非常に危う

み慣れた地域

いうことが言

業が低迷をし

もっと大きな

その大きな

万人いる人口

国の居住地域

かを計算しま

分になるとい

体の 2割に当

市街が孤立を

- 

策局）） 

ム in 高知の

ご尽力をいた

、後ほど基調

スカッショ

ターの藤山先

を時間を割い

形成推進検討会

なく、「小さ

礼を申し上

ある意味当

人も多いで

域に愛着を持

です。です

然の想いであ

人もいるで

ければなら

ということ

す。その大きな

暮らし続け

気づかされ

い、簡単に

域に暮らせない

言われ、製造業

ている。働

問題がこれ

問題が人口減

口が１億人を

域を 1キロの

すと、実は

うことが分か

たりますが、

しましたが

開会

だき

調講

ンの

先生、

いて

会の先生方に

な拠点」づく

げたいと思い

たり前のこと

しょうし、結

てばそこがふ

から、愛着を

ります。ふる

しょう、ど

ない想いだと

に、今、多く

なきっかけと

るという当た

ました。日本

できないこと

い苦しみを感

業がどんどん

く場がなけれ

から日本全体

減少問題であ

を切って 9700

メッシュで区

、一律に人口

かりました。

、その 2割は

、大雪どころ

にもお越しい

くりに取り組

います。 

とであります

結婚できた、

ふるさとであ

を持つ、住み

るさとが、人

ういう地域で

と思います。

くの国民が不

となったのが

たり前のこと

本の国土の脆

となのだとい

感じておられ

ん海外に出て

れば住み慣れ

体を覆う可能

あります。 

0 万人にまで

区切って、そ

口が減るので

さらに言い

はまさに人口

ろか、日々の

いただい

組んでお

す。住み

転勤で

あり、ふ

み慣れた

人によっ

であれ、

 

不安を持

が「3.11」

とが、い

脆弱性、

いうこと

れると思

ていって

れた地域

能性があ

で減少し

それぞれ

ではなく

いますと、

口がゼロ

の生活も
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維持できないというところがたくさん出てきます。 

   そして、これは集落だけ、過疎地域だけの問題ではありません。大都市の郊外部において

も同じことが起こります。大都市の郊外部では、これに加えて高齢化で、介護・福祉が足りない、

こういう大きな問題が地方以上に起こってきます。要するに、過疎地域から大都市まで、住み慣

れた所に暮らし続けるという当たり前のことが、ますます難しくなってくるという問題がありま

す。 

 日本は、四季折々の歴史・文化の中で、非常に多様な国をつくってきました。その多様性が実

は、文化の力となって、日本の強みになってきた。ですから、この日本の国土がつくってくれた

多様性が、日本の武器になってきたわけです。その武器となる多様性のある地域が、人口減少で

消えていってしまう。住み続けることができなくなってくるという問題があるわけです。ですか

ら、この問題は過疎地域だけの問題じゃなくて、日本全体の、みんなで考えなければいけない、

解決していかなければならない問題だということが分かります。 

 そのひとつの解決の方法として考えられるのが、今日のフォーラムの「小さな拠点」です。後

ほど、パネルディスカッションの中で「小さな拠点」とは何かというテーマがありますから詳し

くはお話ししませんが、簡単に言うと、人を集めるのではなくて、機能をまずできるだけお年寄

りでも日常の全部がまかなえるようにコンパクトに集め、残った地域の人には、配達サービス、

あるいは、輸送サービスという形で循環させていく。集めるということから、届ける、循環をす

る、そういうものが「小さな拠点」です。 

 その「小さな拠点」が生活を守っていく砦となるものでもありますし、守るだけではなくて、

新しい商品を作ったり、例えば、道の駅にあるような、元気を作る場所でもある。さらにもっと

言うと、もう少し頑張ってやれば、Ｉターン、Ｕターンという形の中で、小学校、中学校を廃校

にしないで、未来につなぐ“希望の砦”になるかもしれないといえます。 

 こういう砦が、日本全体で、過疎地域から地方まで含めて、日本を支えていく基本理念となる。

これはある意味、「国土の細胞」をつくっていくものではないかと思っています。こういうコンパ

クトな「小さな拠点」というのは、一つの解決策になるのではないか、しかも、重要な解決策で

はないかと思っているわけです。 

 私どもは、今、新しいグランドデザインというものを作っており、国土政策をどうするかとい

うことを検討していますが、今日のこのフォーラムの成果を、そうした国土政策の中にフィード

バックをしていきたいと思っております。今日のフォーラムが、日本全体の新しい解決策を見い

だす場となり、そして、地域のそれぞれの皆さまの新しいヒントになるということを祈念致しま

して、簡単ではございますけれども、私のご挨拶とさせていただきます。ありがとうございまし

た。 

 

 



２．開催

尾﨑 正

 皆さま

を高知県

そしてま

この件に

 本日は

し、また

参加をい

ま方のご

 先ほど

重要なポ

知県は中

国で一番

我々は人

年の間に

のを経験

 そうい

どうして

ところで

フォーラ

申し上げ

 残った

「小さな

と名付け

■過疎地

 高知県

ますが、

地域の生

で、全国

37.3％に

疎の若年

 こうい

いわゆる

だんだん

たが、や

うという

催県挨拶・

正直（高知県

ま、こんにち

県で開催して

また、多く皆

につきまして

は、国土交通

た、明治大学

いただいての

ご協力に心か

どお話があり

ポイントだと

中山間地域の

番早い県でご

人口減少問題

に、経済と人

験した県であ

いう中におい

ていくか。我

です。この取

ラムを高知県

げます。 

た時間、あと

な拠点」づく

けていますが

地域の現状と

県は非常に美

残念ながら

生産人口は 4

国が今後 10 年

にまで至って

年者は約 74％

いう中におい

る「限界集落

ん増えてきて

やはり、もう

うことで、平

・高知県が

県知事） 

ちは。本日は

ていただきま

さまが県内外

ても心から御

通省から藤井

学の小田切先

のフォーラム

から感謝を申

りましたよう

と思っており

の代表的な県

ございます。人

題に直面して

人口が約 2割

あります。 

いて一番厳し

我々としては

取組をまさに

県で開いてい

と 15 分ぐらい

くりをやろう

が、このご報

と課題 

美しい自然が

ら、数字を見

43％減少する

年先に到達す

ているという

％も減少して

いて、過疎地

落」という非

ているという

う一段踏み込

平成 23 年にア

進める「小

「集落活動

は、「『小さな

まして、本当

外からお集ま

御礼を申し上

井審議官、お

先生はじめ、

ムということ

申し上げたい

に、この「

ます。先ほ

県であります

人口が自然減

てまいりまし

割縮むという

しい状況にあ

は、今、その

に、加速して

いただき、ま

いだけお話を

としている

報告をさせて

があり、川が

見ると、過疎

るという状況

するであろう

状況です。裏

ているという

地域自体を維

非常に残念な

状況です。

込んだ対策を

アンケート調
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小さな拠点

センターの

な拠点』づく

当にありがと

まりいただい

上げたいと思

おいでをいた

多くの方々

になります

いと思います

「小さな拠点

ほど、都市部

す。もっと言

減状態に陥っ

した。経済の

、いわゆる

あるのは、過

の「小さな拠

ていこうでは

まさに、時宜

をさせていた

るか、本県で

ていただきた

があり、そし

疎地域の人口

況です。また、

う高齢化率に

裏返しの話に

う状況であり

維持していく

な言葉があり

私どもは中

をとる必要が

調査を実施い

- 

」づくりの

の取組につい

りフォーラ

うございます

いておりまし

思っております

だいており

の皆さんに

す。本当に、皆

す。 

」づくりは

でもそうだ

言いますと、人

ったのが平成

ピークは平成

、人口減少社

疎地域であ

拠点」づくり

ないかとい

宜に合った形

ただきまして

は、「小さな

いと思います

て、素晴ら

は約 50 年間

、高齢化率で

に達している

になるかとは

ります。 

ことがなか

ますけれど

山間対策に力

あるのでは

いたしました

の概要 

いて」 

ム」

す。

して、

す。 

ます

もご

皆さ

高知県にと

というお話が

人口減少がス

成2年からで

成 9年、そし

社会としての

ります。この

に目掛けて、

うこの時期に

で開いていた

て、私が、今、

な拠点」は「

す。 

しい、豊かな

間で約 49％減

ですが、本県の

、さらに過疎

は思いますが

なか難しくな

も、限界集落

力入れて取

ないか、まず

た。 

りましても、

がありました

スタートした

ですので、約2

して、それか

の地域社会と

の過疎地域の

、取組を進め

に、この素晴

ただいたと、

、高知県でど

「集落活動セ

な中山間地域

減り、さらに

の高齢化率は

疎地域の高齢

が、この 30 年

なってきてい

落といわれる

り組んでまい

ずは、現状を

極めて

たが、高

たのが全

25年間、

から約 10

というも

の問題を

めておる

晴らしい

感謝を

どういう

センター」

域であり

に、過疎

は 28.8％

齢化率は

年間で過

います。

るものが

いりまし

を調べよ



 国勢調

取り調査

みたわけ

 この結

きた内容

 将来、

いると答

将来でき

っている

衰退をし

などとい

 しかし

であるに

して、今

■集落活

 何とか

い、この

ター」と

複数集落

の中で一

 例えば

また、そ

いう、制

などをや

どうだろ

を作り出

組をベー

ら、農林

えば、生

を作って

うか。他

光パネル

とか、近

電で生か

きないか

南海トラ

面をして

調査の結果を

査を行ったり

けであります

結果は、ある

容は衝撃的で

集落を維持

答えられた方

きるかどうか

る、課題があ

している」85

いう答えが返

しながら、住

にもかかわら

今後も住み続

活動センター

か、このまま

の思いを実現

というものを

落の拠点とな

一ヶ所、活発

ば、元小学校

その隣の教室

制度の垣根を

やってみては

ろうか。さら

出していくよ

ースにしてい

林水産業の受

生産などを行

ていってはど

他にも、天井

ルなどを入れ

近所の川を小

かすというこ

か。そして、

ラフ地震の危

ている県であ

を踏まえた色

り、世帯ごと

す。 

る程度予想さ

でありました

持できないの

方が、アンケー

か分からない

あるというよ

5.2％、「産業

返ってきたわ

住民の皆さま

らず、地域に

続けたいと答

ーの取組に

ま住み続けた

現していかな

を、県内各地

なる施設、典

発な拠点があ

の教室のひ

室を活かして

を取り払った

はどうか。さ

らに、地域産

ような活動を

いきなが

受託、例

行う組織

どうだろ

井に太陽

れたりだ

小水力発

こともで

本県は

危機に直

あるため、

色々なデータ

とのアンケー

された側面も

た。 

のではないか

ート対象者の

いとお答えに

ような日々の

業振興につな

わけでありま

ま方の思いは

に愛着や誇り

答えられた方

ついて 

たいという、

なければなら

地に設置して

典型的にいう

あるという状

とつを利用し

て、デイサー

た取組をやっ

さらには、別

産品づくりと

を、別の教室
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収集から始

ート調査を実

もありますけ

か、集落が 10

の約 75.1％

になった方が

の苦しみを訴

ながる資源が

ます。正直、

はどうかとい

を感じてい

方は 76.7％も

この住民の

らないという

ていこうでは

と、かつて

状態をつくり

して売店など

ービス的な、

っていますが

別の教室を活

か販売とか

室を使ってや

- 

始まって、1,3

実施したりし

れども、改

年後に消滅

、今後の集落

66.9％でし

訴えられた方

がない」72.

非常に厳しい

うことであ

るとおっし

もおいでにな

皆さま方の思

ことで、平成

ないかとい

小学校だっ

だそうとい

どの生活支援

高知では「

、こういう

活かして、健康

か、いわば、集

やってみたら

359 集落を対

て、中山間地

めて数字とし

滅している、

落の共同作業

した。また、生

が 63.1％、

1％、「後継者

い結果であ

ります。この

ゃった方は、

なったわけで
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（25年度予算額 １５５,０００千円（対前年度比 ５５,０００千円増））

【補助内容】

①集落活動センターの取組みに必要な経費（ハード・ソフトとも）への支援
②センターの設置や運営に係る活動従事者（高知ふるさと応援隊）の人件費を含む活動経費への支援

【補助事業者】 市町村 【補助率】 市町村事業費の１／２以内
【事業実施主体】 ①市町村及び集落組織、地域団体、ＮＰＯ等 ②市町村
【補助上限額】 ① ３０,０００千円/１箇所（３年間） ② １,０００千円/１人
【補助期間】 ①最長３年間 ②最長４年間（準備期間1年＋活動期間３年）

●予定地区の住民や市町村職員、高知ふるさと応援隊等を対象にした研修会や交流会等の開催
（25年度はブロック別の研修会も開催）

●集落活動センターの立ち上げや運営等について、総合的に助言を行う県のアドバイザー等を導入
(集落活動センター推進アドバイザー：中山間対策にかかる専門家等６名を委嘱）

●集落活動センター支援チームによる支援 【市町村ごとの支援チームを編成し、全庁を挙げた支援を展開】
・センター実施地区の活動の充実、強化や、準備地区の円滑な立ち上げに向けた支援

構成メンバー ：中山間地域対策課、活動に関連する課室、地域支援企画員（総括）・地域支援企画員、関係出先機関等

■集落活動センターの取組の支援策

●集落活動センターの普及、拡大に向けた総合的な情報の提供
→「集落活動センター支援ハンドブック」の作成
【内容】 集落活動センターの概要、取組みに対する支援策、自立に向けた成功イメージ、センターの取り組み事例 9

防災対策も非常に大きな問題であります。そこで、集落活動センターを自主防災組織の活動の拠

点として使っていくということも考えられます。小学校でしたら、例えば、校舎とグラウンドを

活かしてヘリポートにしていくことで、いざというとき、例えば、ドクターヘリや防災ヘリの拠

点として使っていうことができないか。このように、元小学校の建物などを活かして、色々な取

組を 1ヶ所に集める「集落活動センター」を、県内各地につくっていこうという取組を、今、進

めているところです。 

 平成 24・25 年度の 2年間を通じて、集落活動センターが 11 ヶ所できています。間もなくあと

2ヶ所できる予定で、合計 13 件の集落活動センターが設置されることとなるだろうと予想してい

ます。ただ、目標としては、10 年間で 130 ヶ所ぐらいの集落活動センターを県内各地につくって

いきたいと考えています。130 ヶ所という目標は、それくらいの密度であれば、中山間地域の暮

らしを一定程度支えていくことができるぐらいのではないかというところから設定したものです。 

■集落活動センターの取組の支援策 

 この集落活動センターの

取組について、県としてど

ういう支援をしているのか

ですが、ひとつは資金面で

の支援です。まず、集落活

動センターの設置・取組に

必要な経費、ハード・ソフ

トともへの支援ということ

で、最初の 3年間で 1ヶ所

ごとに 3,000 万円を支援し

ます。最初の 1年で 3,000

万を一気に使ってもいいで

すし、毎年 1000 万ずつ使っ

ていただいても構いません。特にハード整備が必要な場合は前倒しで使っていただく場合が多い

でしょう。これと併せて、「高知ふるさと応援隊」と呼んでいますが、活動従事者の人件費を含む

活動経費に対しても支援をしています。1人当たり 100 万円で、最長 4年間は利用できるので、4

年間で計 400 万円の支援をしています。 

 また、中山間地域対策に係る専門家の方々6名にアドバイザーになっていただき、集落活動セ

ンターの立ち上げや運営等について助言をしていただいたり、研修会等を実施しています。 

 また、そもそもですが、集落活動センターごとに、市町村・県・関係者による支援チームを編

成しており、この支援チームにおいて様々な課題についてできるだけワンストップで応援してい

こうという取組も行っています。 

 さらには、集落活動センターの中には成功している例もありますので、そうした成功事例や、

いろいろな“使える”制度などを掲載した『支援ハンドブック』を作るなどの取組も行っていこ

うとしているところです。 
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■今後の集落活動センターを核とした中山間対策の展望 

 先ほど申し上げましたように、集落活動センターは 10 年間で 130 ヶ所の開所を目標としていま

すが、一方で、その担い手として、「高知ふるさと応援隊」、これは「地域おこし応援隊」を少し

ステップアップした、県独自の、もしくは、国の予算を使っていただくものでありますが、これ

を 1000 人ぐらい導入することを目標にしております。こうしたことを通じて、集落活動センター

を、中山間地域における様々な課題の解決の拠点としていきたいと考えております。 

 なお、県にはこのほかにも、例えば県全体の経済を活性化するための「産業振興計画」とか、

「日本一の健康長寿県構想」とか、南海トラフ地震対策であるとか、色々な施策があります。こ

のような施策を総合して、できる限りこの集落活動センターに重点投資をしていこうと考えてい

ます。例えば、今、移住促進に一生懸命取り組んでいるところですが、この移住促進施策なども、

ぜひ、集落活動センターと組み合わせて展開できないかと考えているところです。 

 集落活動センターを 10 年間で 130 ヶ所つくるということになれば、1年間で大体 13 ヶ所ぐら

いは作っていかないといけないという計算になります。しかしながら、現在、2年間で 13 ヶ所が

立ち上がろうとしているという状況です。まだまだペースが遅い、足りないと思っています。が、

何が課題となっているかいろいろ考えてみました。すると、実は、やはり集落を対象としての取

組ですから、様々な活動の「手」が必ずしも多いわけではないという現実があるのではないか。

地域はそもそも随分と衰えてしてしまった先にあるので、地域の資源を生かして、それを活性化

に使おうとしても、もう新しい資源などないとおっしゃる場合があります。また、担い手となる

人もそんなにたくさん居るわけでもない。逆に言うと、「10 年早く、こういう取組をやってくれ

たら参加したのに」とおっしゃる方もいらっしゃいます。このため、『地域外から“新しい視点や

アイデア”を取り入れることができる仕組みづくり』が重要となります。新しいアイデアを県の

中から提案していきます。例えば、山の上にある集落が候補となれば、例えば、登山の基地とし

て取組を行うことで、新たに集落活動センターの取組をやってみませんかと提案します。今まで

そんなことはやってなかったという場合もあるでしょうから、例えば、登山などの専門家の方に

アドバイザーに入ってもらい、集落活動センターを立ち上げてもらうのです。また漁村であれば、

本来の集落活動センターの機能の他に、釣りレジャーの拠点としてもやってみませんか、専門家

の方を一緒に連れてきますので、一緒に考えてやってみませんか、と提案します。外から、新し

いアイデアやメリットを組み込んできて、地元の皆さんと一緒に考えて、地元のものにしていく。

そういう取組なども今後必要になってくるのではないかと考えています。 

 私は、10 年後を見据えた仕組みづくりが不可欠だと思っています。今は何とかなっていても、

あと 10 年たったら、本当に大変なことになってしまうのではないかという思いがあり、中山間地

域の衰退や人口減少に全国で真っ先に突入した課題の先進県である高知県が、課題解決の先進県

として、その解決モデルを確立したいという思いで努力を重ねていこうと考えています。 

 このような取組を高知県では行っています。今日の「小さな拠点」づくりフォーラムを通じて、

また、我々の取組に対して、色々なコメントやご支援もいただいて、次なる活動につなげていけ

れば幸いです。 

 本当に皆さん、今日はようこそ高知県においでいただきましてありがとうございます。心から

感謝を申し上げまして、私のご挨拶兼ご報告とさせて頂きます。ご清聴ありがとうございました。 
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この言葉は、当時の激しい人口減少の中で、あるジャーナリストが創ったといわれております。

また、「中山間地域」という言葉自体は、実は 1950 年代から、昭和 20 年代からいわれている言葉

ですが、今の意味とはだいぶ違っております。今のような意味で使われたのは、実は、先ほど申

し上げたように、1985 年に耕作放棄地が大量に発生して、さあ大変だということで、農水省の米

価審議会というところで言われ始めました。そして、ご存じの「限界集落」、これはまさにこの高

知県で生まれた言葉ですが、1991 年に、ある社会学者の先生がお使いになりました。こういった

人・土地・ムラの三つの空洞化が押し寄せて、今や、段階的に全て重なっている状況、これが、

現在の中山間地域、農山村です。 

■地域経済の後退 

 右のグラフの線は農業粗生産額を表しています。

農業粗生産額のピークは 1984 年です。これ以後、

米価が引き下げられ、そして、今のようになだら

かに農業粗生産額が下がる状況が続いております。

実は、このピークを迎えた後に、「政府建設投資(土

木)」、端的に言えば、公共事業があたかも農業粗

生産額の減少をカバーしているような状況があっ

たわけです。ところが、これも 1990 年代の末から

ピークを迎えて、大きく減少しています。つまり、

一言で言えば、1990 年代末から農業も建設業もピークを終えて、いわば右肩下がりの状況になっ

ているという実態です。 

 こういう状況の中で何が起こっているのか。実

は、農家レベルで言えば、専業農家の所得の減少

も確かに発生していますが、実は、それ以上に、

第 2種兼業農家（今は「副業的農家」といいます）

の農外所得が激しく減少しております。残念なが

ら、この統計は今から 10 年以上前の 2003 年の統

計であり、これ以降、農水省ではこの統計を公表

しておりませんので、この数字を使わざるを得な

いのですが、1998 年から 2003 年のわずか５年間

で、農外所得は２割も減少しています。この副業的農家は、農村の一般的・標準的な家計を反映

していると言っていいでしょう。そういう意味では、現在の局面は、コミュニティが厳しいとい

うだけではなく、経済の再生もまた求められているという局面になっているわけであります。 

Ⅱ．農山村再生に向けての地域戦略 

■地域づくり 

 こういう状況の中で、何を成すべきなのかといことを次にお話したいと思います。様々な議論

が存在しておりますが、その議論の中でも、はっきりと方向性を示しているのが、「地域づくり」

という考え方です。 
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図１ 農業粗生産額と政府建設業投資額（土木事業）の推移（全国、1960年～2011年）
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■農家単位での所得動向
・副業的農家の所得減少

←農外所得の減少がリード

農業所得 1,103 14.3 4,744 62.6 852 21.9 332 4.40
農外所得 4,323 56.1 851 11.2 5,568 65.8 4,773 63.50
年金等 2,286 29.6 2,061 27.2 2,042 24.1 2,408 32.10
農家総所得 7,712 100.0 7,576 100.0 8,462 100.0 7,513 100.0
農業所得
農外所得
年金等
農家総所得

-10.5 -21.1
7.7

表１　農家の形態別に見た所得構成およびその変化（全国、1998～2003年）

農家計 主業農家 準主業農家 副業的農家

2003年

資料：農林水産省「農業経営動向調査」（各年版）より作成。

（単位：千円、％）

16.9 2.0 6.7
-12.1 -6.3 -9.7 -12.2

1998年～
2003年の
増減率

-11.5 -12.1 -25.9 32.0
-18.6 -16.2
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※コミュニティ再生と同時に経済再生が要請
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 この「地域づくり」という考え方は、実は、1980 年代の中ごろからスタートしたバブル経済の

中でのリゾート開発と、そこで生まれた「地域活性化」という言葉の対抗軸として生まれてきま

した。リゾート開発はもうすでに大昔の話だと思われるかもしれませんが、しかしそう昔のこと

ではありません。農村でも「地域活性化」としてリゾート開発が“イケイケドンドン”で進めら

れた時代がありました。しかし、この地域活性化、すなわちリゾートブームがバブル経済の崩壊

ともに去ることによって、「活性化」よりも「地域づくり」なのだという考え方が、農村部の中に

芽生えてきたと考えております。もちろん、今でも、地域活性化という言葉を使われている方も

いますが、それは、かつてのように外から資本を呼んできて、大規模な開発をするという意味で

はないと思います。その意味で、「地域づくり」という考え方が、農山村における一般的な、基本

的な理論となり始めていると考えていただいてよろしいのではないでしょうか。 

 さて、それはどういう内容なのか。そもそも、「地域づくり」という言葉を日本で一番最初に定

義したのは、早稲田大学の地理学の宮口先生ですが、先生は『時代にふさわしい新しい価値を、

地域それぞれの特性の中で見いだし、地域に上乗せをする』と定義されています。新しい価値を

地域の中に創っていく。単なる従来的な価値だけではなく、オン（on）していく、上乗せしてい

くという考え方が明確にされたわけであります。 

 その中身を、私は三つの点でまとめております。まずひとつは①内発性です。リゾート開発の

ように、外部資本を呼び込んで、あるいは、開発するときに東京のシンクタンクに全てをお任せ

するような、いわば、外在型発展ではなく、内発的発展を遂げるのだということです。ともかく、

地域の資源を寄せ集め、そして、外部の人の意見を聞きながらも、内発的に物事を進めていこう

でないか。こういう考え方が、バブル経済の反省から、そして、農村の現実の中から、はっきり

と生まれてきたのが、ここの約 20 年間のトレンドでございます。 

 こういう考え方をすると自ずからその地域づくりは②総合性を帯びてくることになります。か

つては、経済的な活性化一本やりでした。しかし、地域の課題は経済だけではありません。福祉

も、あるいは、景観も、文化も、もちろん、教育もあります。それぞれの実態に応じた課題に取

り組むとするならば、おのずから総合的な取組になります。なおかつ、地域の課題あるいは地域

の得意分野を意識すれば、総合的であると同時に、多様になるという結論が出てくると思います。 

 ここまでは、皆さま方も合意できるところだと思いますが、あえて、三番目に③革新性として

います。英語でいえば、Innovative ということになりますが、技術革新の革新です。地域を内発

的に発展させようとすると、従来どおりではなかなか事が進みません。従来のままで残念ながら

右肩下がりになってしまった。だとすれば、地域の内部の仕組みを変えていくということが求め

られます。端的に言えば、意思決定の仕組みです。従来の農村の意思決定は、集落という場で行

われてきました。集落は、後でお話ししますように、守りの組織としては大変な強靭性を持って

います。従ってこれは決して潰してはいけないものであります。しかし一方で、新たに一歩を踏

み出そうとすると、実は、集落は必ずしもそれが得意ではありません。集落の区長さん、多くの

ところが輪番制、あるいは、最短 1年間での交代ではないでしょうか。１年間で輪番制というこ

とは、新しいことをしないでほしいというメッセージが、その決定の仕方の中に含まれていると

考えても過言ではありません。なおかつ、集落は残念ながら男社会であります。集落の寄り合い

の場を見れば、大変よく分かります。高知県は大変女性が強いので、高知だけは例外と申し上げ
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■地域づくりのフレームワーク
※｢主体｣「場」｢持続条件｣の３要素の組み立て

場づくり

　

　

　農村地域における「地域づくり」のフレームワーク

交
流
循
環

（
ル
ー

プ

）

主体づくり

　

持続条件づくり

Ⅰ 暮らしのものさしづくり

Ⅲ

カ
ネ
と

そ
の
循
環
づ
く
り

新しい価値の上乗せ
（貨幣的価値、文化的価値、環境的価値、人間関係的価値等）

交流

地 域 づ く り(内発性、総合性・多様性、革新性）

政策的支援

条
件
不
利
性
に
対
し
て

政策的支援

条
件
不
利
性
に
対
し
て

Ⅱ

暮
ら
し
の
仕
組
み
づ
く
り

生
活
イ
ン
フ
ラ

交流の魅力付加

コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
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ますが、一般的には、高知以外では、女性の方が、寄り合いに出て発言するということは、実は、

ほとんどないのが実態です。それどころか、寄り合いの後ろに固まって座って、代理出席である

ことを体で表しているというのがほとんどではないでしょうか。そういう意味では、集落自体は

必ずしもその強い意識を持っているわけではないにせよ、結果的に見れば女性を排除している、

若者を排除している、という実態が存在しています。だとすれば、その仕組みを変えていかなけ

ればいけない。女性の意見を、あるいは、そもそも集落を相手にしてない若者の意見を、きちん

とくみ上げ、吸い上げ、そして、行動に移すような仕組みを作り上げることが求められていると

思います。「内発性」、「総合性・多様性」、そして、「革新性」を身にまとった「地域づくり」が、

今や、各地で実践的に積み重ねられていると考えることができます。 

■地域づくりのフレームワーク 

 私自身は、この地域づくりに関し、十数年間に

わたって全国各地を歩いてきました。高知県内で

も、各地でお世話になっております。全国からお

集まりの多くの皆さま方のところにもお訪ねいた

しました。そして、得られた結論が、右の図です。 

 これは、最近の私の著作の中には、必ず入れる

ようにしている図ですが、全国各地の取組の中に

学び、ほぼ確信を持っている地域づくりの全体像

です。「地域づくり」の最終的な出口は「新しい価

値を上乗せする」ことですが、それには「主体」、「場」、「持続条件」、この三つの要素が必要だと

いうことを示したものです。 

 何よりも必要なのは、『①主体づくり』です。地域づくりに立ち上がるような主体、主役を作っ

ていくことが必要です。この主体、主役を作っていくためには、どうしても、今までのように後

ろ向きな、あるいは、愚痴ばかり言っているのではなく、新しい価値観を地域の中でしっかりと

持っていくことが必要になります。とは言うものの、「新しい価値観を持とう」などと言っても、

地域の方々が動くものではありません。必要なことは、価値観という抽象的な言葉よりも、具体

的な“ものさし”をつくり出していくことであります。そのものさしは、例えば、「この集落は人

情に厚い」とか、「この料理はここがおいしい」とか、あるいは、「私はこの時期のこの風景が好

きだ」というようなマイブームの景観といったもの、それひとつひとつが“ものさしづくり”で

あります。こういう“ものさし”があることによって、主体が生まれる、立ち上がっていくとい

うことです。 

 しかし、“主体”が生まれても、それの主体が劇を演じる、踊りを踊る“舞台”がなければ、主

体は生きません。その舞台づくりが『②暮らしの仕組みづくり』です。ソフト（コミュニティ）

とハード（生活インフラ）がセットになったものが、『暮らしの仕組みづくり』だと考えています。

「小さな拠点」というのは、恐らくこの仕組みづくりを新しいものにしていこうという考え方だ

といえます。先ほど言いましたように、農山村の中には、確かに、従来型のコミュニティ、『集落』

が存在しております。集落は守りに強い仕組みであり、そういう意味では、集落が崩壊するなど

ということはあってはなりません。集落があるからこそ、水路掃除ができ、道普請ができ、そし
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①主体形成（「暮らしのものさしづくり」）
・地域づくりの最重要要素

＝地域の課題解決に対する当事者意識
→自らの暮らしをめぐる独自の価値観の再構築
＝「暮らしのものさしづくり」

ex.地域の歴史・文化・自然
（郷土料理、景観、住民の人情）

・その契機
１）公民館運動
２）地域づくりワークショップ（地元学）
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②場の形成（「暮らしの仕組みづくり」）
１）ソフト＝コミュニティの再生

集落の位置づけが重要
２）ハード＝生活インフラの整備

医療、教育、生活交通等

③持続条件の形成（「カネとその循環づくり」）
１）公共事業に依存しない地域産業の育成
２）地域内再投資（岡田知弘氏）
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て、何といっても、地域資源がそれによって維持、保全されているということになります。しか

し、これだけでは、一歩、二歩踏み出すことはなかなか難しい。そういう意味では、このコミュ

ニティは新しいコミュニティである必要があります。つまり、一方では、集落を守り、一方では、

集落とは違う組織をつくる、という考え方が必要になるということです。そして、そういう方々

の生活条件として、医療や教育は重要なポイントになりますが、現代社会ではモータリゼーショ

ンが発達していますので、最後の最後、生活インフラが維持されていれば、そこに医療や教育、

買い物も含めて何とか持ちこたえられる“舞台”ができるだろうと思います。そういう意味で、

暮らしの仕組みのソフト面でのコミュニティと、ハード面での生活インフラが整備として求めら

れているということになります。 

 “主役”があって、“舞台”が生まれたわけです。しかし、この劇が、この踊りがロングランさ

れるような、そんな持続条件が必要です。それが、『③カネとその循環づくり』です。先ほど申し

上げたように、農山村は経済的条件が弱まっています。この部分が弱まることによって、地域づ

くりを果たすことができないという地域が生まれるとすれば、この『カネとその循環づくり』を

精一杯成し遂げていくということが重要になってくると思います。 

 右図では、今申し上げたことを詳しく書いてお

ります。『暮らしのものさしづくり』については、

何よりも地域の課題解決に対する当事者意識を地

域の方々が持つことが重要です。そして、そのこ

とによって、自らの暮らしをめぐる独自の価値観

の再構築、すなわち『暮らしのものさしづくり』

が必要です。実は、以前からこれは公民館運動と

して行われておりました。現在でも、公民館運動

が活発に行われているところで地域づくりの機運

が高まっているのはそうした背景があるのだろう

と思います。そして、最近では、地域づくりワー

クショップ、いわゆる、地元学という手法が盛ん

に開発されて、全国的な動きとなっています。地

域の資源を探し当て、それをポストイットでペタ

ペタと地図の中に書き上げ、そして、それを見な

がら、今後のことについて地域の方々全体で話し

合うようなワークショップをやります。このよう

なことが「主体形成」、つまり、『暮らしのものさ

しづくり』のために必要です。 

 『場の形成』は、『暮らしの仕組みづくり』であって、コミュニティの再生、あるいは、生活イ

ンフラの整備が課題になります。 

 さらに、『持続的条件の形成』としては、公共事業に依存しないような地域産業の育成が必要に

なります。 
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■都市農村交流と地域づくり－二つのルート－
１）交流の鏡効果→「暮らしのものさしづくり」
・都市住民が「鏡」＝農村の「宝」を写し出す

→農村サイド（ホスト）の再評価
２）交流産業→「カネとその循環づくり」
・ホストとゲストの「学び合い」が付加価値

→高いリピーター率＝成長産業の可能性
⇒地域づくりの「交流循環」
・上記を通じて、｢新しい価値｣の更なる上乗せ
※都市農村交流は地域再生のための戦略的活動
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■都市農村交流と地域づくり 

 こういう方向性が、全国各地の取組によって、

今やはっきりと見え始めておりますが、この 10

年間、つまり、2000 年代前半辺りから、それに加

えて、もうひとつの取組が出てきました。それが

「交流」、「都市農村交流」です。 

 都市農村交流は、実は私自身は『交流の鏡効果』

と表現しています。都市から様々な方々が来て、

「おばあちゃん、この料理おいしいね」とか、「本

当に綺麗なところですね」といったことを言うことによって、地域の方々は、どれだけ励まされ

るか。あるいは、その言葉によって、あらためて地域の資源を発見していきます。あたかも、都

市から来られている方が、「鏡」のように、地域の宝を映し出しているのです。このことから、私

はこれを『交流の鏡効果』と呼んでいます。先ほど、「地元学が重要だ」、「公民館運動が重要だ」

と言いましたが、３番目の武器が今や、登場しています。それがこの「都市農村交流」です。 

 それに加えて、この「都市農村交流」は、それ自体が「交流産業」という一つの産業でありま

す。きょうも四万十町、旧十和村の皆さま方、「十和おかみさん市」の皆さま方がいらっしゃって

いますが、まさに、そこで行われているのは交流産業です。この交流産業という産業は、リピー

ター率が高いという特徴を持っている、特殊な産業です。経済的なパイが日本全体で縮小してい

く中で、地域産業の追い求める一つの方向性は、リピーター率を高めるということになります。

これは実は、洗剤でも、ヨーグルトでも同じです。今までは人口増加に頼っていれば、ある程度

の売り上げが可能だったわけですが、パイ自体が縮小していく中で、何よりもリピーターを確保

するということが必要になってきます。その意味では、実は、交流産業は成長条件のある産業だ

と考えており、私自身は、国の成長戦略の中に都市農村交流が入らないのはおかしいと強く感じ

ております。６月に公表される新たな成長戦略の中に、都市農村交流が盛り込まれるべきではな

いかと考えます。もしここに関係者の皆さま方がいらっしゃれば、そのような努力をしていただ

きたいと思います。 

 この交流が、交流産業として、カネと循環づくり、先ほどの持続条件づくりを高めていきます。

この結果、新しい価値が地域の中にさらに上乗せされ、そして、魅力がさらに付加されて、交流

自体も大きくなっていくという、新たな循環が始まるということであります。これを私は、「地域

づくりの交流循環」という言葉で表現していますが、これこそが地域づくりを新しく側面的にサ

ポートするような手法であると思います。 

 様々なところで主張しておりますが、このような意味で、都市農村交流は今や、戦略的な活動

です。地域にとって、非常に戦略的な活動だと思います。したがって、いささか極端に、分かり

やすく言えば、『都市農村交流庁』という、省庁の中の庁が必要だと言えます。これは、どの省の

もとにつくっても構わないと思いますし、さまざまな省庁が共管でつくっても構わないと思いま

すが、そんな『都市農村交流庁』が農山村再生を支えるものであるというような流れになってほ

しいと強く感じています。 
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■なぜ、今「新たな戦略」か？－相反するベクトル－
①「2015年問題」（藤山浩氏）

・昭和ヒトケタ世代の完全リタイア
→加速化する「下りのエスカレーター」

②若者を中心として「田園回帰」の流れ
・移住・定住の動き
・地域おこし協力隊の現員＝976名

→「上りのエスカレーター」への乗り換えの好機
⇒※新たな段階の地域戦略としての「小さな拠点」

＝エスカレータの乗り換えのための「踊り場」づくり

Ⅲ．新たな戦略としての「小さな拠点」

Ⅲ．新たな戦略としての「小さな拠点」 

 それでは、いよいよ、「小さな拠点」のお話をさせていただきたいと思います。まさに、「小さ

な拠点」は、この地域づくりの新しい戦略として生まれてきました。今、なぜ、「小さな拠点」な

のか、あるいは、今、なぜ、新たな戦略なのか、このそもそも論から、少しお話をさせていただ

きたいと思います。 

 二つの向きが異なるベクトルが、日本の農山村

にまさに生まれています。一つは、「2015 年問題」

です。これは、この後、パネルディスカッション

のコーディネーターをされている藤山先生が強調

されている点であります。2015 年には、日本の農

山村を支えてきた昭和ひとけた世代がほぼ 80 歳

を超えるという状況になってきます。昭和ひとけ

た世代は 65 歳を超えるとリタイアするのではと

言われていたのですが、非常にお元気な世代で、まだまだ地域で頑張っていらっしゃいますが、

さすがに、そろそろ疲れてくる、そんな時期を迎えます。その意味では、実は、地域の基礎体力

は「下りのエスカレーター」に乗ったような状況になっています。しかも、それが加速化すると

言えるのではないでしょうか。地域づくりそのものとしては、「上りのエスカレーター」目掛けて、

一生懸命、一歩一歩階段を上がっているのですが、しかし、あたかもエスカレーターのように、

その階段全体が下がっているという、そういうイメージです。そんな「下りのエスカレーター」

が加速化しているということであります。 

 しかし、一方では、皆さん方もお気付きのように、若者を中心とした田園回帰現象が非常に活

発になっております。「大田園回帰の時代の到来」と言っても、決して間違ってはいないくらい、

移住・定住の動きが活発化してきました。今日も、地域おこし協力隊がこの会場にたくさんいら

っしゃっているそうですが、地域おこし協力隊の現員は昨年 12 月の段階で実に 956 名であり、そ

の後の採用もいらっしゃるでしょうから、今現在は恐らく 1,000 名を超えているような状況にな

っています。NPO 地球緑化センターが行っている「緑のふるさと協力隊」も、十数年間の活動の

蓄積の中で、卒業生は全部で 600 人を超えています。この他に、「集落支援員」という仕組みもあ

ります。あるいは、こういった制度や具体的な取組に乗らずに、地域の中で頑張っている方々も

いらっしゃいます。だとすれば、いささか極端に言えば、2,000 人あるいは 3,000 人ぐらいの若

者が、地域の中で様々な活動をしている状況になり始めているという可能性があります。 

 そういう意味では、今は「上りのエスカレーター」に乗り換える好機であります。エスカレー

ターは確かに、下向きに動いています。一方では、上りのエスカレーターの大きなベクトル、大

きな力も作用し始めています。私たちは、こうした新たな段階での地域戦略こそが、「小さな拠点」

だと考えています。今の比喩で言えば、実は、エスカレーターを乗り換えるための踊り場づくり

が「小さな拠点」づくりに他なりません。全体としては確かに、下がり始めている。しかし、乗

り換えることができるチャンスが生まれた。だとすれば、ちょうどデパートのエスカレーターの

ように、真ん中に踊り場をつくって、そこに上向きのエスカレーターに乗り換えることができる

ような場をつくっていくのが、「小さな拠点」というように理解してはいかがでしょうか。 
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②「小さな」とは？
・「小さいからこそ」哲学の潮流

スモール・イズ・ビューティフル（シューマッハー）
里山資本主義（藻谷浩介氏）・・・・・

・「小さいからこそ」メリット
⇒パネルディスカッションへ

※ 「『小さい』の三段活用」を認識しよう！
「小さくては」→「小さくとも」→「小さいからこそ」

（過去形） （現在形） （（近）未来形）

Ⅲ．新たな戦略としての「小さな拠点」

22

■ ＜補足＞新しいコミュニティの性格
①総合性（文字通り「小さな自治」「小さな役場」）
②二面性＝自治組織でありながら経済組織の側

面も持つ（共同売店、ガソリン・スタンド、

居酒屋、特産品開発・・・・）

③補完性（集落←＜補完＞→新しいコミュニティ）
・集落・町内会＝「守り」の自治

←→ 新しいコミュニティ＝「攻め」の自治
⇒※集落と新しいコミュニティの重層化

（集落・町内会の代替組織ではない）

Ⅲ．新たな戦略としての「小さな拠点」

いう意味のよりどころになります。一点に集中するというよりも、よりどころとして『束ねる』

という意味があるのではないでしょうか。ハード的な意味での拠点、ソフト的な意味での拠点、

この二重の意味を持っているのが、「小さな拠点」だと考えます。 

 問題は、「小さな」とは何なのか、ということであ

ります。実は、この点こそ、今日のこのフォーラム

の最大の論点でありまして、このために、藤山先生

が新しい方法でのパネルディスカッションを後に準

備しています。ぜひ、ご期待いただきたいと思いま

すが、「小さいからこそ」という哲学は、だいぶ以前

に、シューマッハーという、ドイツからイギリスに

帰化した英国人の経済学者が、「Small is beautiful」

ということを言われました。そして、最近では、ご

存じの『里山資本主義』、これは 24 万部売れている大ベストセラーのようですが、こういったも

のが、藻谷さん等から言われています。このように、「小さいからこそ」という哲学が生まれてい

るわけであります。 

 後で議論されるわけですが、私自身は、新たな戦略としての「小さな拠点」で重要なのは、「小

さい」の三段活用だと思っています。かつては、「小さくては」といわれました。規模の経済が盛

んにいわれた時代には、「こんな小さなところではやっていられない」、「こんな小さな集落では何

もできない」、あるいは、「こんな小さな市町村では何もできない」ということが盛んにいわれま

した。しかし最近では、そういった侮蔑意識はあまりないかもしれません。むしろ、「小さくとも」、

こういった現在形の姿が一般的になっています。そして、未来に求められているのは、「小さくと

も」ではなく、「小さいからこそ」という視点ではないでしょうか。それはいったい何なのかとい

う点は、繰り返しになりますが、後のシンポジウムでの議論に委ねたいと思います。 

■新しいコミュニティの性格 

 さて、コミュニティについて少しだけ補足させて

いただきたいと思います。先ほど、小さなコミュニ

ティをめぐって、集落との役割分担が必要だという

ことを言いました。コミュニティを束ねて、「小さな

拠点」をつくるということも、申し上げました。少

し分かりづらかったと思いますので、今求められて

いる「束ねられたコミュニティ」というのがどうい

う姿なのか、お話をさせていただきたいと思います。 

 新しいコミュニティの性格に求められるのは一つ

には「総合性」です。中国山地では、「小さな自治」とか、「小さな役場」という言葉を使ってい

ます。そして第二に「二面性」です。自治組織でありながら、経済組織の側面を持っているとい

うことです。経済組織というのは、共同売店やガソリンスタンド、高知県の「森の巣箱」、あるい

は津野町ではレストランまで作られており、特産品開発を行うようなコミュニティとなっていま

す。そして、最も重要なのは３点目の「補完性」です。集落と新しいコミュニティは補完関係に
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落と新しいコ

応をしていく

とめてみたい

課題は少な

再生」と表現

あるし、ソフ

限界を意識し、「新

作り自治区
もって、地域の仲
来を切り開くという

ての「小さな

能＞＝守りの機能
トップ拠点

の拠点
めの機能
流拠点
の受け入れ拠点
雇用、人々の生き

地域の魅力を高

ての「小さな

は「攻めの自

そこに参加で

きるからこそ

コミュニティ

くというイメ

いと思います

なくありませ

現したソフ

フトづくりか

23

新たな仕

仲間ととも
う積極的

拠点」

24

能

きがい

高める場

な拠点」

自治」で

できるか

そ、新し

ィを重層

メージが

す。 

せん。 

トの部分

から入っ
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■課題
①ハード（空間整備）とソフト（コミュニティ再生）

の調和
②ハード（空間整備）

・施設の複合性（補助事業の「壁」）
・集落－拠点間のアクセス

③ソフト（コミュニティ再生）
・「束ねる人材」が重要
・「利害フリー」の外部人材の活躍場面

Ⅲ．新たな戦略としての「小さな拠点」
ていく事例もあると思います。多様なパターンが

あるでしょう。しかし、まだ、このような多様な

パターンを整理するには至っていません。今後、

たくさんの事例を参考にしながら、整理すること

が求められていると思います。 

 それから、ハードの課題は、必ずしも施設を新

たに造る必要はないのですが、既存の施設をうま

く利用する場合にも、「複合性」が課題となります。

ともすれば、単一省庁の補助事業を使うと、どう

しても機能が複合化しないという問題が生じます。最近では、この問題は大幅に改善されていま

すが、その意味では、補助事業があったとすれば、その壁を乗り越えるような工夫が必要になる

と思います。また、集落と拠点間のアクセスをどのように実現するのかという点、これはまさに、

「小さな拠点」のモニター調査事業の中でさまざまな地域がその実践を行っております。 

 そして、ソフトですが、これは大変重要な課題が残っています。集落と集落を束ねるというの

は、これは皆さま方の体験からいっても大変難しいことです。なぜならば、かつて集落は独立王

国、一つのまとまった存在でした。この集落同士がさまざまな協力をするということは、言うは

易く、行うのは大変難しいことであります。その点で、これを「束ねる人材」が重要になってき

ます。当然、「束ねる人材」となるひとつには、市町村の現場職員があげられますが、市町村合併

の影響もありなかなかそういう力が働かないとすると、特にどの集落にも利害が存在していない

外部人材を活用する場面があるだろうと思います。地域おこし協力隊が活躍するということも、

こういう背景があるのだろうと考えております。 

Ⅳ．おわりに 

 さて、最後にまとめてみたいと思います。今申し上げたように、「小さな拠点」は新しい試みと

して、高知県を先頭に、全国で始まっています。そのために、様々な課題が存在しています。し

かし、もう一度原点に戻って考えてみたいと思います。「小さな拠点」自体は、「地域づくり」で

ありました。この「地域づくり」が、様々な新しい要素の中で、新しい戦略が必要だということ

で生まれたのが「小さな拠点」でした。だとすれば、「小さな拠点」は『手段』であります。「小

さな拠点」を『手段』としっかりと捉えて、その本質は「地域づくり」だということを、私はも

う一度、肝に銘じるべきだと思います。 

 和歌山県のある地域リーダーが 1ヶ月前、私にこんなことを言いました。「仕事や空き家が流動

化しないから、若者がこの地域には来ない」と言う行政担当者に対して、「地域を好きになったら、

若者は自分で仕事を探し、作りだす。そんなことではなく、どれだけ魅力的な地域を作れるかが

問題だ」と彼は言い放ちました。つまり、空き家探しや仕事づくり、これさえも一つの『手段』

であるということです。そして、「小さな拠点」づくりも一つの『手段』であります。そういう意

味では、この原点のところ、すなわち、地域が好きになるような、そんな地域をつくりだしてい

くことにこそ、「小さな拠点」の原点があり、ポイントがあると理解したいと思います。 

 どうも、ご清聴ありがとうございました。 



４．事例

（１）高

発表者

 皆さん

れども、

１．大宮

 今日の

真は、大

一番奥に

 右図は

記録した

 大宮地

ておりま

です。そ

長さんの

いうこと

年に休校

郵便局、

■「株式

 大宮産

止される

式会社を

以上の方

を運営し

■大宮産

 大宮産

小学校が

感謝祭

■大宮地

 大宮地

ありまし

の人口減

の説明に

６人ぐら

齢化は高

不安が生

例報告 

高知県四万十

：竹葉 傳

ん、こんにち

お許しいた

宮地域の位置

のフォーラム

大宮地域を上

に見えるとこ

は大宮地域の

た地域です。

地域は、上・

まして、現在

その集落を維

の区長さんが

とで、分館長

校になりまし

診療所、ラ

式会社 大宮

産業の設立で

るという話を

を創るので、

方が賛成をし

しております

産業の取組 

産業の発足と

がなくなり、

（花の市）を

地域の現状と

地域は、昭和

した。でも、

減少が約９名

にもあったよ

らい減ってい

高くなるとい

生じておりま

十市（大宮

（大宮地域振

ちは。小田切

ただきたいと

置と概要 

ムのパンフレ

上流から見た

ころが、大宮

の図面です。去

 

中・下とい

在、人口が約

維持するため

が 3人おり、

長さんがいま

した。現在大

ライスセンタ

宮産業」の設

ですけれども

を受けまして

皆さん、参

してくれまし

す。県道８号

と同時に、ア

集まる機会

を現在行って

と課題 

30 年ごろに

現在は高齢

名となってい

ように、生産

います。人口

いう中で、将

ます。あと 10

集落活動セ

振興協議会

切先生の後に

と思います。

レットの表紙

たものです。

宮産業、大宮

去年の 8月に

いう三集落で

約 300 人弱と

めには、集落

さらに公民

す。小学校

大宮地域にあ

ターです。 

設立 

も、平成 16 年

て、平成 18 年

参加してくれ

して、現在、

号線の左側に

ドバイザー会

会が少なくな

ております。

には 1,000 人

齢者率が 47％

います。先ほ

産年齢人口も

口が減少しな

将来どうする

0年もすれば
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ンターみや

 会長） 

に、妙にやり

 

紙に使ってい

真ん中に四

宮集落活動セ

に 41 度を

で形成され

いう集落

落の自治会

民館活動と

は平成 22

あるのは、

年に幡多地域

年の 5 月まで

れませんか」

108 戸で 70

に大宮産業の

会議をつくり

なったため、

 

人の人口が

％で、年間

ほどの知事

も１年間に

ながら、高

るかという

ば、人口は

- 

やの里） 

にくいんです

ただきまし

万十川支流

ンターです。

域の農業協同

で存続運動を

とお願いし

0万円の出資

店舗と給油所

りまして、年

交流イベン

すけ

た写

の目黒川が流

。 

同組合の中で

をやってきま

ましたところ

資金で、『株

所があります

に２～３回会

トとして、土

流れておりま

で 14 ヶ所の農

ました。その

ろ、地域住民

株式会社 大宮

す。 

会議をしてい

土曜夜市（2

まして、

農協が廃

の間、「株

民の８割

宮産業』

います。

2回）や



300 人か

言葉は好

おります

ます。維

２．「小

■住民の

 生活を

とですが

ライフラ

なったの

ころ年間

 これら

大変な仕

よって地

今、大宮

じて、大

■地域で

 しかし

りません

緒に集め

りという

りを、平

 大宮地

主総会に

活動セン

月～9月

宮地域振

運営して

落活動セ

 右は、

く案内の

たように

開くとい

者の皆さ

代を通り

ると、例

ら参加で

から 200 人に

好きではなか

す。そうなっ

維持するため

小さな拠点」

の生活を守る

を守るために

が、まず大宮

ラインを維持

ので、地域の

間 5～6回設

らに対して、

仕事です。た

地域活性化が

宮産業では、

大宮米の販売

での話し合い

し、大宮産業

ん。だから、

めて、自治会

うことで、集

平成24年から

地域の皆さん

にも諮り、「大

ンターに携わ

月にかけまし

振興総合プラ

ております。

センター事業

大宮の三集

の仕方です。

に、世帯主だ

いうのは好ま

さん、婦人の

り越えた人を

例えば老人ク

できないとい

になる。本当

かったのです

ってきますと

めにはどうし

＝集落活動

るために 

にはどうした

宮地域を守る

持しました。

の皆さんが集

けています。

「地産外商」

ただ、「地産外

が果たせるだ

大宮地域外

売に努力して

いの場づく

業だけの力で

大宮地域の

会組織、地区

集落活動セン

1年間かけて

んが出資して

大宮産業も役

わること」と

してワークシ

ラン」を去年

その間、平

業などをいた

集落の中でワ

小田切先生

だけを集めて

ましくないと

の皆さん、若

を集めました

クラブや婦人

いうことが起

の「過疎の見

すが、どうし

と、皆さんか

したらいいか

動センターの

たらいいかと

るために、何

また小学校

集まる機会を

。 

というのは

外商」をやる

だろうという

外に出ている

ております。

り 

ではどうしよ

の住民の皆さ

区団体、仕組

ンターの仕組

てやってきま

ている大宮産

役員の皆さん

いうことを

ョップを開

年の 1 月に年

成 24 年度に

ただいており

ワークショッ

生の話にもあ

てワークショ

ということで

若者の皆さん

た。組織にと

人会に入って

起こりますの
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見本市」にな

しても限界集

からお預かり

かというのが

の設立 

いうこ

何とか、

校がなく

を今のと

は本当に

ることに

ことで、

る方を通

 

ようもあ

んを一

組みづく

組みづく

ました。 

産業の株

んは集落

総会で承認

き、各部会を

年間スケジュ

には「過疎集

ます。この

ップを開

ありまし

ップを

で、高齢

んと、年

らわれ

てないか

ので、組

- 

なると思いま

集落化は避け

しました大宮

、今の課題

していただき

をつくり、戦

ールとして作

集落等自立再

場を借りてお

ます。私も

て通れないと

宮産業の経営

です。 

きました。そ

戦略会議を立

作り、大宮産

生緊急対策事

お礼申し上げ

「限界集落」

という状態に

営も大変にな

そして、平成

立ち上げなが

産業活動セン

事業」や高知

げたいと思い

という

になって

なってき

成 24 年 7

がら、「大

ンターを

知県の集

います。 



織にとら

ころ、最

県の地域

■大宮地

 このよ

た問題を

とめてや

も、地域

各部会に

力いただ

現在は６

 ワーク

後やりた

出てきま

めていき

加工品を

体験交流

来ていた

集落活動

 各部会

いった各

会を開く

所の担当

回ぐらい

 集落活

議会で、

としては

の活動な

おりませ

と、要は

いこうと

 その他

ンシップ

たちのよ

分からな

また移住

はじめあ

りながら

らわれず参加

最終的には 1

域支援企画員

地域振興協議

ようにワーク

をどうするか

やろうではな

域企画課・産

に関係のある

だきながら、検

６つの部会が

クショップで

たいこと」に

ました。その

きました。そ

を作る、手芸

流部会ではい

ただくかを検

動センターの

会の構成は、

各組織の方に

くときには、

当課の方も出

いは部会を行

活動センター

その中に

は、①安心サ

など９つあり

せん。１年間

はお金の掛か

ということで

他の取組とし

プの方を受け

ように生まれ

ない、地域外

住体験ツアー

あらゆる先生

ら、集落づく

加できるワー

100 人くらい

員の皆さんに

議会の設立 

クショップを

か。最初は、

ないかという

産業課・保健

る方と、高知

検討組織をつ

ができており

では、「不安」

について、合

の意見をそれ

して、例えば

品を作る、わ

いかにして高

検討するとか

の活動に取り

分館長、区

に集まってい

高知県の地

出席してくれ

行っておりま

ーの取組の主

「みやの里」

サポート、②

りますが、今

間のスケジュ

からないこと

で、進めてい

しては、現在

け入れていま

れてからずっ

外から見た目

ーや、集落で

生に来ていた

くりを進めて

ークショップ

いは来てくれ

にお手伝いい

を開いて集約

五つの部会

ことで、行

健課・教育委

知県の皆さん

つくりました

ます。 

、「良いとこ

合計 600 余り

れぞれの部会

ば加工販売部

わら細工を作

高知市内や他

か、具体的に話

組んでおり

区長、クラブ

いただいてい

地域支援企画

れます。現在

ます。 

主体は大宮地

を作りまし

②生活の支援

今はまだ全部

ュールの中で

とからどんど

います。 

在３年続けて

ます。という

っと大宮にい

目が必要だか

での集会に小

ただき、戦略

ております。
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プを開き、最

れて、ワーク

いただきなが

約していっ

会の中でま

行政の中で

委員会と、

んにもご協

た。なお、

ころ」、「今

の意見が

会に当ては

部会では、

作るとか、

他地域から

話し合い、

ます。 

ブの会長と

います。部

画員や市役

在、週に３

地域振興協

した。取組

援、③集落

部は行って

でできるこ

どんやって

てインター

のは、私

いる者には

からです。

小田切先生

略会議を練

 

- 

最後に、世帯

ショップを

ら開いてい

主の皆さんに

開いておりま

きました。 

にご案内しま

ます。これも

ましたと

も、高知



■大宮集

 去年の

やの里」

は掛けず

前の時間

んらはい

て地域づ

いただき

に来てく

れました

 体験交

日は雨で

地元を含

したが、

真っすぐ

り、その

しており

カレーに

のに、大

かったで

長が来て

 販売部

今は毎日

加工部会

11 月から

た方に出

の講習会

ことをや

 右は大

です。右

診療所は

ませんの

第二研修

るように

使用料は

可が下り

の体験を

すので、

集落活動セン

の5月25日に

を立ち上げ

ずに立ててお

間に、小田切

いけんじゃな

づくりをやれ

きました。ま

くれて「みや

た。大宮地区

交流部会では

でしたけれど

含めて、60 名

やはり女の

ぐに植えてく

の後交流会を

りましたが、

にしました。

大宮米の味が

です。これは

てくれていま

部会では、7

日、ふるさと

会の皆さんも

ら４年計画で

出すお弁当の

会もやってい

やりながら、

大宮地区を下

右奥に見える

は、今、週に

ので、医師住

修所として、夏

にしています

はいただきま

りるので、民

をしていただ

ぜひ、よろ

ンター「み

に、「大宮集落

げました。ち

おります。ち

切先生に来て

ないか。もう

れ」というよ

またちょうど

やの里」の立

区は米ナスの

は、取りあえ

ども、高知市内

名の方が来て

の子は田植え

くれています

をしました。

やはり若い

ところが、

がカレーの味

は大好評でし

ますが、今年

月 1日から

と市で出して

もいろいろ模

で整備を行っ

の「折り」の

います。また

一生懸命、

下流から上流

るのが郵便局

に 2回しか医

住宅を集落活

夏場でした

す。ぜひ、皆

ます。また来

民宿をしなが

だくというこ

ろしくお願い

やの里」の

落活動センタ

ちなみにうち

ちょうど立ち

いただいて、

ちょっと愛

ような講演会

ど知事が空い

立て看板を立

の産地なので

えず田植えの

内の県立大学

てくれました

え機にも乗り

すが、これは

本当は皆さ

い人からお年

カレーはも

味で消えてし

した。次から

年はもう少し

、地域の各家

ています。朝

模索をしてく

っています。

の代わりに使

た環境部会で

地域づくり

流へ向けて撮

局と診療所で

医者が来てく

活動センター

ら 20 人ぐら

皆さん来てく

来月に入ると

がら、田植え

ことも計画し

いします。ご
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開所 

ター み

ちは看板

ち上げる

、「おま

愛情かけ

会をして

いた時間

立ててく

で、看板の上

の体験をやろ

学の方から 2

た。私たちは

たいという

は指導が大変

んで一緒に

年寄りまで一

もう本当に不

しまったので

らはもうカレ

し釜を増やし

家庭で作った

朝収穫し、集

れています

その中で切

使えないかと

では、去年コ

に取り組ん

撮った写真

です。この

れており

ーが借り、

らい泊まれ

ださい。

民宿の許

えや稲刈り

しておりま

ご清聴ありが

- 

上にはナスの薬

うというこ

20 人ぐらい

は、手で植え

ことで、田植

だったらしい

釜飯を炊い

番ふさわしい

評でした。せ

す。最後に残

ーはやめよ

てやろうとい

た野菜の良い

集荷し、配達す

す。林野庁か

切った竹を、体

思っています

スモスを３

でいます。

とうござい

薬玉をつけて

とで、6月 9

と、一般の方

るのがいいだ

植え機も使い

いです。午前

て召し上がっ

いものはカレ

せっかく大宮

残った、釜で

うという話で

いうことにし

いものを出そ

するという形

ら竹林整備を

体験交流など

す。その他、

町ぐらい蒔き

ました。 

ています。 

9 日、ちょう

方 10 名、35～

だろうと思っ

いました。な

前中に田植え

ってもらおう

レーだろうと

宮へ来ていた

で炊いたおこ

で、きょうも

しております

そうというこ

形をとってい

を請け負い、

どでお出でい

、お菓子作り

きました。そ

うどその

～36 名、

っていま

なかなか

えは終わ

うと計画

と思って

ただいた

こげは良

も加工課

す。 

ことで、

います。

去年の

いただい

りや料理

そういう



（２）島

発表者

 皆さん

えて、初

定された

田といい

１．ふれ

 「ふれ

に一番近

を残そう

ていただ

 隠岐の

フェリー

きな総合

文化セン

の流れは

るのに、

議会のデ

今や 50

 「ふれ

誰もが住

と思って

 なぜそ

のでデイ

年寄りの

になって

いるデイ

ないです

体調良か

 「急に

かってき

てある申

で、書類

 また、

が居るの

イサービ

島根県隠岐の

：池田 眞理

ん、こんにち

初めて高知県

た、“世界の隠

います。今日

れあい五箇の

れあい五箇」

近い旧五箇村

うということ

だきました。

の島は南側に

ーの発着する

合病院も、シ

ンターも、全

は大体、全部

北へ北へと

デイサービス

名定員で、隠

れあい五箇」

住み慣れた地

ているからで

そういうこと

イサービスは

の中にはかな

ていますので

イサービスだ

すか。ふれあ

かったら来て

に家族が留守

きます。そう

申請書がなけ

類は後でもい

「本土の方で

ので、何とか

ビス」も介護

の島町（社会

理香（社会福

ちは。荒海の

県にやってき

隠岐の島”か

日はよろしく

の概要 

は、島の一

村にあります

とで、地域の

 

にいろいろな

る港も、空港

ョッピングセ

全て南側にあ

部、南に集ま

と、「ふれあい

スとして始め

隠岐の島で一

は、「無理で

地域の中で、

です。私たち

とを始めたか

は休みますが

なりおられる

で、明日は利

だったら、月

あい五箇は土

てください」

守になったの

ういうときも

ければ駄目で

いい良いこと

で不幸があっ

かならないで

護保険とは全

会福祉法人

福祉法人ふ

の日本海と穏

きました。昨

からまいりま

お願いしま

一番北側、今

す。旧五箇村

の皆さんから

な建物が集ま

港も、役場の

センターも、

あります。で

るようにな

い五箇」へと

めたときには

一番大きいデ

です」「駄目で

当たり前に

ちは、そうい

かといいます

が、代わりに

ると思います

利用はできま

月曜日まで何

曜日も、日曜

と言うこと

ので、お昼ご

も、本来なら

です、と言う

とにする、と

って、どうし

でしょうか？

全く別に、ふ

- 参考－76

人ふれあい五

ふれあい五箇

穏やかな瀬戸

昨年、世界ジ

ました、ふれ

ます。 

今話題の竹島

村の「五箇」

ら名前を付け

まっています

の本庁も、大

図書館も、

ですので、人

っています。

と流れてきて

は 15 人の定員

デイサービス

です」と言わ

に暮らしてい

いう思い、志

すと、例えば、

に明日利用す

す。そのとき

ません」など

何日もお風呂

曜日も、祝日

ができます

ご飯を配食し

ら、町の補助

ところです

いう対応を

しても１日、

」という相

ふれあい五箇

- 

五箇） 

箇 施設長）

戸内海を乗り越

ジオパークに認

れあい五箇の池

す。

大

人

。ところが、

ています。お

員だったのが

ス事業所とな

ない、「断ら

ける社会の実

志を持ってや

、「今日は風邪

することがで

に「あなた

と言ってい

に入れない

日も、365 日や

す。 

てもらえませ

事業なので

すが、今日の昼

とっています

隠岐を離れ

談もあります

の独自事業

 

越

認

池

お年寄りは

かげで、旧五

が、25 人にな

なっています

ない福祉」を

実現がやは

っております

邪気味だから

きませんか

は月・水・金

たら、仮に土

という状況が

やっているの

せんか？」と

、町に申請し

昼ご飯が欲し

す。 

なければい

すので、今話

としてやって

は、片道 30 分

五箇村で社会

なり、35 人に

す。 

を目指してい

り一番幸せな

す。 

らお風呂に入

？」という方

金が利用日の

土・日を休み

が生まれてく

ので、「じゃあ

という電話も

し、町の印鑑

しいと言って

けないが、お

話題の「お泊

ています。お

分もかか

会福祉協

になり、

います。

なことだ

入れない

方が、お

のプラン

みにして

くるでは

あ明日、

もよくか

鑑が押し

ているの

お年寄り

泊まりデ

お年寄り



になじみ

勤務をや

の職員が

 こうい

していく

してきた

いうのが

２．職員

 これが

わせ技」

用者さん

方は高次

リハビリ

筋肉や神

ています

イチロー

ちのお年

ます。そ

曜日の午

 ちなみ

野球部枠

力士を知

て力持ち

性を好む

 右上は

げ物を作

ます。こ

 右下の

行ってお

の男性が

て「ふれ

脳が喜ぶ

行ったり

 そして

さんの

活動が８

の方に講

みの場所で、

やり繰りして

がお泊まりを

いうように、

く中で、今の

たわけでなく

が、本音のと

員の働き方の

ができた背景

があります

んの中には、

次機能障害の

リといいまし

神経の連携を

す。実は、こ

ーのところに

年寄りさんは

そしてこの操

午後はカラオ

みに、ふれあ

枠、隠岐水（

知っています

ち。そして、

むのは誰も納

は、廃油せっ

作ったして出

この他に、牛

の写真は、「お

お茶をしてい

が脳出血とか

れあい五箇」

ぶことを意識

り、本土に行

て、これが

「あれもやり

８つにもなっ

講師料をお支

なじみの職

て、男性の利

をするように

地域の皆さ

のような多彩

くて、結果と

ところです。

の合わせ技 

景には、実は職

す。左上のゲ

若い男性が

の方たちです

して、機能訓練

を滑らかにす

これと同じ機

にもあります

は、一番低い

操作をしてい

オケ班を担当

あい五箇では

（県立隠岐水

すか。「隠岐の

誰よりもお

納得されると

っけん作りで

出る廃油と苛

牛乳パックも

おでかけ班」

いるところで

かで倒れてま

に来られます

識して、色々

行く日帰り旅

「ふれあい五

りたい」、「こ

ってしまいま

支払いして来

員が、その方

利用者さんの

にしています

さんの希望や

彩な内容のデ

としてやって

 

職員の働き方

ゲームをして

がおられます

す。左下は、

練の機械を使

する機能訓練

機械がヤンキ

す。多分イチ

い負荷で、お

いる男性の職

当して、お年

は、男性の職

水産高等学校

の海」は隠岐

おばあちゃん

と思いますが

です。これは

苛性ソーダを

もボランティ

です。隠岐

です。さきほ

まひが残って

す。そのグル

々なことに取

旅行も計画し

五箇」の目玉

これもやりた

ました。講師

来ていただい

- 参考－77

方の希望する

の場合は男性

す。 

や、利用者さ

デイサービス

てきたことを

方の「合

ている利

す。この

パワー

使って、

練を行っ

キースの

チローはマッ

お風呂に入れ

職員は、昼間

年寄りと一緒

職員採用に枠

校）相撲部枠、

岐水相撲部の

んが好むのは

が、おばあち

はふれあい五

を混ぜてせっ

アの女性の

岐の島には壇

ほど高次機能

てしまい、色

ループの活動

取り組んでい

していると聞

玉になります

たい」という

師の皆さんに

いています。

- 

る「１泊」を急

性の職員が、女

んの要望をひ

となりまし

振り返った

クスの負荷

れる方なら誰

はパワーリハ

緒に、『北国の

枠があります。

、イケメン枠

の卒業生です

、イケメン枠

ゃんは若い男

五箇が最初か

けんを作り

団体の方と一

壇鏡の滝とい

能障害の方の話

色々な活動を

動が「おでか

ます。喫茶店

いています。

すが、さまざ

意見を聞い

は、隠岐の

活動には、必

急遽受け止め

女性の利用者

ひとつひとつ

た。最初から

ら、そうい

でやっている

でもできると

ハビリを担当

の春』をうな

。隠岐高（県

枠。皆さん、

す。隠岐水相撲

枠です。おじ

男性が大好き

ら取り組んで

、どんと祭

一緒に処理作

う秘境があ

話をしました

しているとい

かけ班」です。

店に出掛けた

。 

まな市民活動

ておりました

島町でもその

必ず担当の職

めることがで

者さんの場合

つ取り上げて

ら、これをや

う姿になって

ると思います

という形で使

当しています

なっておりま

県立隠岐高等

「隠岐の海」

撲部枠は気は

じいちゃんが

きです。 

でいる活動で

りなどで販売

作業をしてい

るのですが、

たが、若い働

いうことで紹

。「おでかけ班

たり焼き肉を

動あります。

たら、なんと

の道のプロ、

職員がつき、

できる。

合は女性

て、実現

やろうと

ていたと

すが、う

使ってい

すが、火

ます。 

等学校）

」という

は優しく

が若い女

です。揚

売してい

います。 

、そこに

働き盛り

紹介され

班」は、

を食べに

利用者

と今では

専門家

一緒に



やってい

さんのや

 陶芸班

れあい五

また木工

工夫しな

「ふれあ

園芸班の

 こうし

ボランテ

の人、そ

れますが

で利用者

 配送サ

シーより

の皆さん

めん流し

というよ

３．これ

 このよ

とですが

 この

ていただ

閉めよう

まで頑張

 今回、

な拠点」

に取り組

自分たち

振り返り

でき、ま

んと一緒

していっ

くことが

思ってい

とうござ

います。

います。実は

やる気を引き

班もあります

五箇の陶芸の

工班は、元大工

ながら作業が

あい五箇」を利

の活動ではい

した趣味の活

ティアの方々

そういう方が

が、それぞれ

者さんをお送

サービスは、

りは格安なの

んのほか、小

しのさおを作

ように、皆さ

れからどうい

ように、今ま

が、では、こ

「小さな拠点

だきました。

うか」と思っ

張ってきたこ

国土交通省

づくりモニ

組ませていた

ちのやってき

り、見つめ直

また今後は地

緒になって体

って、活動を

ができのでは

います。本当

ざいました。

以上です。

は、私も習字

き出しながら

すが、実は、

の活動に参加

工の方に指導

ができていま

利用し始めた

いきいきと指

活動のほかで

々にとても力

が皆さん自分

れ持っている

送りしながら

ヘルパーさ

ので、大変喜

小中学校の生

作るのは地域

さんができる

いうふうに

までやってき

これからどう

点」づくりモ

そして、交

っている地域

ことを生かし

省の「小さ

ニター調査

ただいて、

きたことを

直すことが

地域の皆さ

体制を構築

を深めてい

はないかと

当にありが

感謝して

 

字クラブの担

ら、習字に取

五箇地区に

加さしてもら

導していただ

ます。園芸班

たときには車

指導されてい

では、365 日行

力を発揮して

分のできると

る力を発揮し

ら、お弁当も置

さんによる移

喜ばれていま

生徒の皆さん

域の青年団、

る力、いろん

踏み出そう

きたことを振

いうふうに

モニター調査

通弱者や買い

域の小売店の

しながら、今

- 参考－78

担当でして、

取り組んでい

には公民館の

らえないか」と

だき、片手は

班の先生は、

車いすだった

います。 

行っている配

ていただいて

きに、月 1

してくださっ

置いて帰って

移送サービス

す。また子

んがボランテ

お椀を作っ

んな力を発揮

としている

振り返ると、

に踏み出そう

査に取り組む

い物弱者とい

方々の思い

今後、具体化

- 

木曜日の午後

ます。 

陶芸活動が

というような

まひがあっ

実は私の中学

た方ですが、

配食サービス

います。民生

回の方もお

ています。

てくるという

ですが、バ

ども祭りは

ィアとして参

てくれるの

揮してやって

るか 

実はそれが

としている

中で、初め

いわれる方々

を受け止めて

化していきたい

後からは書に

ないので、地

な声が出てき

ても片手での

学校時代の恩

だんだん力を

スがあります

生委員や元教

られますし、

もちろん、職

うような合わ

スよりも少し

18 回を数え

参加して下さ

は老人クラブ

くださってい

「小さな拠点

かということ

て地域の方に

々の将来の不

て、「ふれあ

いと思ってい

に向かってい

地域の中から

きているとこ

のこぎりを使

恩師です。も

を発揮されま

す。これは、

教員の人、元

、週 1 回の方

職員もデイサ

わせ技をして

し高いですが

えます。これは

さり、そして

ブのお年寄り

います。 

点」だったと

とについてで

にアンケー

不安とか、「い

い五箇」と

います。 

いて、皆

らも「ふ

ころです。

使って、

もともと

まして、

地域の

元公務員

方もおら

サービス

ています。 

が、タク

は、地域

て、そう

りさん、

というこ

です。 

トをさせ

いつ店を

して、今



（３）広

発表者：

 皆さん

す。馬鹿

をひきま

た。「ど

す」って

日すれば

治ってお

よろしく

 今、二

を付加し

点を作っ

１．川西

 三次市

ら見た川

右は集落

最近は高

 そして

るという

「運がい

 今、川

その一つ

用しまし

市農村交

す。現在

いただい

ておりま

を使った

方々が訪

しており

広島県三次市

：平田 克明

ん、こんにち

鹿は風邪をひ

まして、近く

っか痛うない

て言いました

ば治りますよ

おりません。お

くお願い致し

二つの事例が

しようという

っていくとい

西地区の概況

市は中国山地

川西地区の集

落の神殿入(

高齢化、人口減

て、三次市は

うことではご

いい」（≒雲海

川西地区では

つが、10 年前

して、先ほど

交流」として

在、年間で大体

いておりまし

ます。なお、

た交流施設と

訪れて下さり

ります。 

市（川西郷

明（川西郷の

ちは。ご紹介

ひかないとい

くの名医とい

いか？」って

たら、「喉元過

よ」と言われ

お聞き苦しく

したいと思い

がございまし

うような事例

いう事例です

況 

地のほぼ中央

集落であり、中

こうどなり)

減少で祭りそ

 
は霧の町で有

ございません

海）みたいな

は色々なイベ

前に廃校にな

ど、小田切先

て毎月色々な

体約 4000 名

して、昨年か

私の農園（

ということで

り、果物を使

の駅づくり

の駅づくり推

介いただきま

いわれますが

いわれている

て言われたん

過ぎればって

れましたが、

くて誠に申し

います。 

したが、それ

例発表で、大

すので、その

央部にござい

中央の写真が

)という夏の

そのものも、

有名ですが、

んで、見られ

なところでご

ベントをやっ

なった、私の

先生からお話

な交流活動を

名の方にこの

から民泊の許

（平田観光農

で、年間大体

使った、色々

- 参考－79

推進委員会

推進委員会

ました平田で

が、ちょっと

る伊藤内科に

んで、「のど

て言いますか

１週間経っ

し訳ございま

れは既にでき

大変参考にな

の辺のところ

います。人口

が冬の景色で

のお祭りでご

なかなかや

ただ、毎日

れたときは、

ございます。

っているので

の卒業した学

話がありまし

を行っており

の施設をご利

許可もいただ

農園）は、果

15～20 万人

な交流体験

- 

会） 

委員長） 

ございま

先般風邪

行きまし

が痛いで

から２～３

てもまだ

ませんが、

ている拠点

りました。我

を発表したい

密度は 31 人

です。美波羅川

ございます。多

やることが難

 
見られ

それは

 

すが、

学校を利

た「都

ま

用

だい

果物

人の

験を

に、さらに新

我々は、これ

いと思います

人/㎢です。左

川という川が

多くの方でに

しい状況にな

新しい、色々

れから全く新

す。 

左の写真は高

が流れており

にぎわいます

なってござい

々な価値

新しく拠

高い所か

ります。

すけども、

います。 

 



■川西地

 川西村

併しまし

小学校が

は昭和3

すが、現

にまで減

しなくて

平成 18

な川西い

ン」を策

 その後

Ａコープ

に 17 あ

てしまい

つわの里

あった

を形にし

基本構想

験的な取

月 1 回で

年には、

会を行い

タントと

ました。

 そして

サービス

所の先進

いたとい

■「小さ

 右の図

郷の駅の

る所でご

は、国道

ここで軽

います。

んたちが

工食品を

地区のこれま

村は、1985 年

した。そして

が廃校になり

35年は3,500

現在は３分の

減少しており

てはいけない

年に自治連合

いつわの里』

策定しました

後、ＪＡの支所

プもなくなっ

った商店が全

いました。そ

里づくり事業

「まるごとミ

していこうと

想を作りまし

取組として、

で行っており

川西地区の

いまして、専

と共同で色々

2012 年には

て、平成 24 年

ス部会・物販

進事例を視察

いうことでご

さな拠点」の

図が「小さな拠

の構想の検討

ございます。

道 375 号線に

軽トラ朝市と

さわやか市

がやっている

を扱っていま

までの取組 

年に三次市に

て平成 3年に

りました。人

0人だったの

の１の 1,200

ります。何と

いということ

合会で「『ま

づくりビジ

た。 

所もなくな

って、川西地

全てなくなっ

こで、その「

業」の中心地

ミュージアム

ということで

した。まずは

軽トラ朝市

ります。平成

の拠点整備検

専門のコンサ

々な資料を作

は、川西小規

年 6月に、川

販部会を立ち

察し、昨年の

ございます。

の検討場所 

拠点」の検討

討地がその中

具体的な場

に沿った地域

とさわやか市

市は、地元の

る市で、お餅

ます。さわや

に合

には

人口

ので

名

とか

とで、

まめ

ジョ

り、

地区

っ

「い

地で

ム」

で、

は実

市を

23

検討

サル

作り

規模多機能介

西郷づくり

ち上げました

の９月にこの

 

討場所で、

中心部にあ

場所として

域で、今、

市をやって

のおばちゃ

餅などの加

やか市と軽

年

- 参考－80

介護施設を造

ビジョン推進

た。その後は

の「小さな拠

年表／現在ま

１９５８ (昭和35)
２００３ (平成15)

２００７ (平成19)
２００９ (平成21)

２０１０ (平成22)

２０１２ (平成24)

２００３ (平成16)
２００６ (平成18)

２００９ (平成21)

２０１１ (平成23)

２０１２ (平成24.6
２０１３ (平成25.1

(平成25.3
(平成25

- 

造っていただ

進委員会を発

、先進地を視

拠点」づくりモ

までの取り

双三郡川西村 ➜
上田小学校廃校

ＪＡ三次 川西支
Ａコープ かわに

軽トラ朝市（実行

川西小規模多機

川西自治連合会
まめな川西いつわ

「（仮称）農村まる

川西地区拠点整

6) 川西郷の駅づく
1) 三部会（組織運

講演会「故郷の
3)  先進地現地調査
.9) 国土交通省 集

地域に選定され

だきました。

発足し、その

視察しようと

モニター事業

り組み

➜ 三次市に合併
校

所 廃止
し店 閉店

委員で月１回） 開

機能介護施設 開所

発足
わの里づくりビジョン

るごとミュージアム

整備検討資料 作成

くり推進委員会 発
運営・サービス・物販
の未来と『郷の駅』～
査「美山ふれあい広

集落地域における「
れる

 

の中に組織運

ということで

業に採択して

開始

所

ン（川西自治連合会

いつわの里広場」基

成 （専門コンサルタント

発足
販） 発足
～中国山地の現状か
広場（京都）」「鯉ヶ窪
小さな拠点」づくり

運営部会・

で、２ヶ

ていただ

会） 策定

基本構想作成

トとの共同研究）

から～
窪（岡山）」
モニター調査



トラ朝市

好評をい

 右の図

表と同じ

つろげる

住む住民

うなもの

の構想図

２．「小

■モニタ

 地域住

動する場

用の創出

うにした

うことが

■検討体

 地域で

西郷の駅

づくり委

しては、

それから

モニター

 モニタ

同会議と

知及び体

関係者の

的取組、

らにワー

住民アン

した。 

■具体的

①まず

おむね

②住民ヒ

この取

ものを

③試行的

市は毎月 1回

いただいてい

図は郷の駅の

じく、直売所

るような場所

民の方にとっ

のをつくって

図です。 

小さな拠点」

ター調査応募

住民の要望を

場が必要であ

出をしたい」、

たい」という

が、今回のモ

体制と事業の

での検討体制

駅づくり推進

委員会」、この

まめな川西い

ら、三次市の

ー調査を実施

ター調査事業

ということで

体制づくりを

のヒアリング

晩方市、朝

ークショップ

ンケート調査

的な取組の内

（「小さな拠点

ね賛成の同意

ヒアリングで

取組の説明を

を今後つくっ

的な取組(1)で

回やっており

いるところで

の構想図です

所や食料品な

所、ATM など

って非常に便

ていこうとい

づくりモニ

募の理由と

を聞くと、「生

ある」、「安心

、「情報発信

うことが挙げ

モニター調査

の流れ 

制ですが、「川

進委員会」、そ

の三者でこの

いつわの里づ

の振興部の方

施しておりま

業の流れです

で、取組の事

を行い、それ

グ、住民ヒア

朝市及び郷土

プの開催、先

査、研修会の

内容 

点」づくりの

意をいただい

ですが、川西地

をし、「小さな

っていくか、

ですが、先ほ

まして、現

でございます

す。先の二つ

などの店、み

をつくって、

便利なところ

いうのが、こ

ニター調査の

期待 

生活に必要な

心して暮らせ

信と交流の窓

げられ、これ

査に応募した

川西自治連合

それから、若

の事業を進め

づくり委員会

方々との連携

ます。 

すが、三者の

事業の内容の

れから地権者

アリング、試

土食の開発、

先進地の視察

の開催を行い

の候補地の）

いているとこ

地区は５町が

な拠点」づく

住民の方の

ほど申しまし
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現在、大変

す。 

つの事例発

みんながく

、地域に

ろになるよ

この郷の駅

の取組 

なものを地域

せる環境とサ

窓口を開きた

れらを実現す

た大きな目的

合会」と一般公

若者や女性を

めております

会、

携で

の合

の周

者・

試行

さ

察、

いま

地権者の方

ころです。 

が集まってい

くりに対する

の意見を聞き

したように、軽

「

拠

専

- 

域内で手に入

ービスが欲

い」、「ふる

するために、

でございます

公募が 8名、

を含めた組織

す。実施団体

方々に説明会

いる自治組織

る住民の方々

ました。 

軽トラ朝市は

「小さな拠点」

川西自治連合会 

「川西

川西自治

（会長、

一般公募委

顧問：地域

拠点づくり

専任組織を

設置

まめな川

川西里づくり

入れたい」、「地

しい」、「地域

さとへの誇

その手段を地

す。 

顧問の先生

織である「まめ

体は川西自治連

を開きました

織ですが、各

の意見等を

は以前からや

」地域ぐるみ

西郷の駅づくり推進委員会

連合会 9 名 

副会長 2名、事務局長、5 町内

委員 8 名（地域住民） 

域出身市議会議員 2 名 

川西いつわの里づくり委

りビジョンの推進を図るために設置され

協働

地域住民が共

域資源を活用

りと愛着が持

地域住民で探

生が 2 名を加

めな川西いつ

連合会、連携

た。地権者か

５町に赴きま

聞いて、どの

やっていたの

みの検討体制

会」 
担当職員 

が参加 

会長） 

三次市地域振興部

地域振興課 

委員会 

れた組織 

組織・
サービ
物販部

共同で活

用し、雇

持てるよ

探るとい

加えた「川

つわの里

携団体と

からはお

まして、

のような

のですが、

制

運営部会
ビス部会
部会



夜もや

した。

まらな

にお集

にやろ

多くの

方々も

してみ

かりま

④また、

り起こ

いうこ

をつく

から行

⑤ワーク

うよう

いくの

⑥先進地

えば、

るとい

査を行

にコン

が欲し

⑦住民ア

できる

答され

社に出

「あな

方が

た。ま

か？」

たい）

それか

イレ掃

いかと

の方が

う意向

やったらどう

しかし、こ

ないだろうと

集まりいただ

ろうというこ

の人においで

も、ぜひ、ま

みたいという

ました。 

試行的な取

こしを行いま

ことで、今後

くろうと計画

行っていると

クショップは

うなものを販

のかというこ

地調査として

神石高原町

いうことで、

行ったところ

ンビニが入り

しいという意

アンケート調

るだけ利用し

れました。そ

出資していた

なたは、郷の

「ぜひ関わっ

また、「郷の駅

という問い

」という方が

から、郷の駅

掃除をすると

という問いに

が「ボランテ

向でした。 

うかというこ

こともあろう

と思っていま

だきました。

ことで 2回目

でいただきま

またこういっ

う意向でござ

取組(2)として

ました。「小さ

後女性の方に

画しています

ところでござ

は５回ぐらい

販売していく

ことについて

て、先ほど発

町というとこ

ぜひ、それ

ろ、住民の 7

り、それが非常

意見が多かっ

調査の結果、

しようと思っ

それから、「郷

ただけますか

の駅の事業に

ってみたい」

駅で仕事をし

いには「はい

が 65％ぐらい

駅で、例えば

といったボラ

に対しては、

ティアとして

ことで、夜、

にどしゃ降

ましたが、予

そこで、も

目も行いまし

ました。参加

った「小さな

ざいました。

て、婦人グル

さな拠点」で

によるバイキ

すが、そのた

ざいます。 

いやっており

のか、どの

て、ワークショ

発表されまし

ころにある道

れを見てみた

0％がコンビ

常にプラスに

ったそうです

約 700 人か

っていますか

郷の駅は株式

か？」と聞く

に直接関わっ

と回答され

してみたいで

い（仕事をし

いおられまし

ば草を取ると

ランティアを

やはり６割

て働きたい」
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軽トラ晩方

降りで、これ

予想以上にた

もう一度天気

した。そのと

加していただ

な拠点」がで

皆さんの意

ループによる

では、「食の

キング料理の

ための郷土食

ます。地元

のような形態

ョップを行っ

した大宮産業

道の駅が非常

たいというこ

ビニが欲しい

に働いている

す。 

からの回答が

か？」と聞く

式会社として

と、65％は

ってみたいと

れまし

です

してみ

した。

かト

をした

割近く

とい

- 

方市を行いま

れでは人は集

くさんの方

気のいいとき

きにも大変

だいた住民の

きたら参加

意向がよく分

郷土食の掘

玉手箱」と

レストラン

食の研究を今

で、どうい

態で販売して

っています。

業や、北郷な

常に賑わってい

とで視察し

いという要望

るということ

ありました。

と、77％ぐ

て運営しよう

「出資したい

思いますか

ど４ヶ所の視

いて経営的に

ました。そし

望だったそう

とでした。コ

。「あなたは

らいの方が

としている

い」という意

？」という問

視察をしまし

にも黒字にな

して、アンケ

で、その結果

ンビニの他

は郷の駅がで

「利用したい

が、あなたは

意向でした。

問いには、７

した。例

なってい

ケート調

果、ここ

には ATM

できたら、

い」と回

は株式会

さらに、

７割近い
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３．「小さな拠点」づくりモニター調査の成果 

 全体的な成果として、この調査により住民の要望がきめ細かく把握でき、実現に向けた優位順

位が確認できました。先ほど申しましたように、コンビニだとか、ATM だとか、直売所だとか、

地域の燃料だとか、そういったニーズが非常に強かったわけでございます。また、行政との連携

作業により、実現に向けて大きく前進できたということで、行政の方々と一緒にこの事業を検討

してまいりましたので、行政においても、ぜひ、これを実現したいという意向を確認することが

できたと思っております。 

 それから、各部会の成果についてですが、まず組織運営部会では、地域住民の多様な意見を集

約する中で、できるところから、小さいところからやっていくという方針が固まったことが挙げ

られます。また、今後、若い人や女性を含めた多様な人材で準備室を作り、発起人会という取組

体制を作っていきたいと考えています。サービス部会としては、アンケートの結果や地域の実態

を基に、郷の駅に求められるサービスを摘出することができた点や、他部門との連携の下にさら

に詳細な調査を要する事項が明らかになったという点が成果として挙げられます。物販部会とし

ては、３回にわたるワークショップと現地調査を通じて、地域住民のニーズが高いコンビニと産

直の様々な形態や可能性を検討することができたということが成果でございます。 

４．「小さな拠点」づくりに向けた今後の展望 

 今後の展望ですが、これから実現に向け計画を進めていくわけですが、今回のモニター事業で

でき上がった計画を実現するためのアクションプログラムが明確でないために、まだまだ、住民

の方々にとっては、不透明感というか、不安が残っています。したがって、「小さな拠点」を実現

するためのサポートシステム、「人」・「モノ」・「金」を、今後とも行政には期待したいです。特に

我々はこれから「小さな拠点」をつくるため、初期段階、立ち上がるまでの支援が特に必要であ

ると思っています。 

 それから、「小さな拠点」の建設後の運営ですが、地域住民が総力を挙げて、独自にその運営を

行っていきます。様々なニーズがありますが、小さなことから取り組み、成功事例を重ねながら、

少しずつ、できることから取組を拡大していきたいと思っています。 

 先ほどお話があった２つの地域とは違い、我々はこれから全く新しく拠点となる場をつくって

いこうという取組ですので、非常に不安も多いですが、行政的な支援も含め、先ほどお話ござい

ましたように、地域外の人の色々な意見も入れ、我々ができることから徐々に進めていきたいと

考えております。 

 ご清聴どうもありがとうございました。 
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【はじめ

■「小さ

藤山 皆

雰囲

しい

をこ

葉に

ネル

   冒

50 年

向で

の結

ョン

ば、

はな

の国

のよ

つな

持っ

   幸

りま

しが

発見

   先

この

ち始

いる

   さ

うこ

りま

お手

らせ

ネルディス

ディネーター

リスト： 竹

    池

    平

    藤

めに】 

さな拠点」づ

皆さん、こん

囲気の中で進

いぐらいです

これから実際

になるような

ルディスカッ

冒頭、知事の

年が経ってい

で、大きいこ

結果として、

ンにも高齢化

地域を使い

ないと思って

国土も、そし

ような地元を

ながりがもう

っていると思

幸い、日本と

ます。私も高

があるんだ」、

見します。そ

先ほどの小田

の３～４年で

始めています

るところです

さて、そうし

ことには、実

ましたが、高

手本になるよ

せてもらって

スカッショ

ー：藤山 浩

竹葉 傳（大

池田 眞理香

平田 克明

藤井 健（国

づくりフォ

んにちは。非

進んでおりま

す。この後半

際につくって

なキーワード

ッションにで

のご挨拶にも
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ことは良いこ

今や、集落

化の波が押し

い捨てていく

ています。藤

して、それぞ

を取り戻して

う一度宿るよ

思っています
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小さな拠点

中山間地域

興協議会 会

祉法人ふれあ
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進めてきまし

うが、団地や

、こういった

は国としても
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生き生きとし
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ここにもこん

人々が居るん
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門に見ていま

ようなところ

の吹き始めも
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の「小さな拠

実は私、高知
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大規模指

した。そ

やマンシ
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した力と
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す。これ



は土

の施

らっ

では

もの

もや

った

もち

「小

も学

くて

る中

るこ

 

■パネル

藤山 さ

それ

「こ

～２
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しながら、い

五箇の方は、
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じで、どんど
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小さな拠点」
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ッションの進
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ほど素晴らし

が、この三つ
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福祉という一
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実はこれは

で区長さんが

すが、市の施

いたり、みや
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雇っています
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。池田さんの
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らない福祉」

つあると、こ
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な拠点」

実際の
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仲間づくり 

「法人独立」 

断らない福祉 

【１】なぜ「小さな拠点」か？～「小さい」ことの可能性、今までの「大規模システム」の限界と補完 

藤山 本日は討議の柱を 3本立てましたが、一つ目の柱は、「なぜ、『小さな拠点』か？」です。

特に、「小さな」ということの意味について討議したいと思います。小田切先生も三段活用と

おっしゃられましたが、「小さくては駄目だ」から、「小さくともできる」、そしてさらには、

「小さいからこそ」できるものは何かということです。今までは、ひたすら大きいことを求

めてきたようなところがあまりにも強かったように思います。この「小さいからこそ」でき

る、「小さい」ことの可能性を、それぞれの皆さんの実践や検討の取組の中でどのように考え

ていらっしゃるかというところから始めてみたいと思います。また国としても、「小さい」と

いう言葉がつく委員会とか政策は、恐らく、私が知っている限り、初めてじゃないかと思い

ますが、国土政策局という国全体のデザインを考えるところがこれを出されたきっかけなど

についても、藤井審議官の方からお話しいただこうと思います。 

   まずは、大宮地区の竹葉さん。今まで「小さな」ものは駄目だといわれていたのですが、

逆に、大宮地区、あるいは竹葉さんとしては、「小さい」ことの価値・意義をどういうところ

に見いだしているか、どういう可能性を感じているか、ご披露いただけませんでしょうか。 

竹葉 ありきたりのことですが、「仲間づくり」という言葉で考えてみまし

た。「仲間づくり」、「仲間意識」が大宮産業をつくり上げた時に大き

かったです。農協が引き上げるということに対し、高齢者から若者ま

でが「仲間意識」を持って団結するという意識が働いたことで、株式

会社大宮産業を立ち上げるのに大変楽をしました。まあ楽をしたと言っても、２年くらいは

一応その仕組みをずっと考えたわけですが。「仲間意識」があるからこそ、今は小学校がな

くなってもにぎわいづくりが簡単にできるのではないかと思います。高齢者の方には、年に

６回は必ず大宮産業まで出てきていただくというのが、私たちの考え方です。 

藤山 「小さな拠点」は、やはり仲間で始めることができる、あるいは、そういった色々な人の

声が届くといったあたりが非常に素晴らしいと思って聞いていました。では、ふれあい五箇

の池田さん、「小さい」ことでいいことは何でしょう。 

池田 自治体としては１町村に一つの社会福祉協議会しか持てないので、

４町村が合併したとき、本当は隠岐の島町社会福祉協議会になるとこ

ろでした。しかし私たちは、それまで培ってきて福祉のあり方とか、

五箇村の人たちがたくさん働いておりましたので、雇用を安定させる

という意味で、社会福祉法人として独立しました。組織が大きくならず、「小さい」ままで

いたということです。平成 16 年に町村合併が行われましたので、10 年たちますが、今とな

っては、とても正しい選択だったと実感しています。そしてそれがまた、先ほど報告させて

いただいたとおり、本当に、住民の皆さんの 1本の電話にも応えていけるような「断らない

福祉」、一人ひとりの声に応えていける福祉につながってきていると思っています。 

藤山 大きな団体の一部になるのではなく、あえてというか、頑張って、独立した法人を選んだ

からこそ、機動的に動ける。いちいち上にお伺いを立てなくてもいいということですね。だ

から、「断らない福祉」が今、実現しつつある。こういったところに、小さいことの価値を見

いだしていらっしゃるということかと思います。では、川西の平田さんはどうでしょうか。 
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いつわの里 

（輪・和・逸話）

捨てる→希望の砦 

コンパクト・ネットワーク

平田 先ほどもお話ししましたように、川西地区は五つの集落で自治連合

会をつくっております。「いつわの里」づくりと呼んで取り組んでい

ますが、これには五つの集落が仲良く過ごせる、そして、和をもって

生活していく、さらにそういうことをすることによってひとつの“逸

話”をつくっていくという思いが込められています。したがって、集落によって年齢構成な

ども違いますが、まずは５町の中で集約できる、みんなが賛成できることから少しずつやっ

ていきましょうという形の中で始めたいと思っております。最初からあまり大きなことをド

ンとやるのではなく、みんなのコンセンサスが得られたものから徐々に実現していき、それ

ができた段階で徐々に発展していきたいと思っております。 

藤山 ちょうど今、ソチオリンピックが終わろうとしていますが、川西地区もいわば、オリンピ

ックのような“五つの輪”（＝いつわ）でできているということです。しかも、小さな輪から

徐々に、人々の間の和（五つの和＝いつわ）を大切にしながら広げて、それが地域にずっと

残るような物語、“逸話”（＝いつわ）になっていく。こういうあたりを大切にして「小さな

拠点」である郷の駅づくりに取り組んでいるということかと思います。 

   仲間づくりによっても拠点はできるし、あえて独立して頑張ることもできる、また小さな

輪から徐々に大きな輪へ積み上げていく、このようなお話が実践の場からがあった訳ですが、

では藤井審議官、こういった地域での「小さな拠点」づくりが始まっていますが、先ほど、

冒頭申し上げたように、なかなか「小さな」ということは、今まで国の政策からは抜け落ち

ていたんですね。これを、わざわざ国土政策局で始められた背景なり思いというのは、どの

あたりにあるのかということを、ぜひ、お聞かせいただきたいのですが。 

藤井 キーワードとして、「捨てる→希望の砦」と書かせていただき

ました。人口減少という問題に対して、『人口が減少すると行

政コストはどんどん増大してしまう。だから人口が少なくなっ

てしまった集落はもう諦めて捨てて、もっと便利な所に移って

もらったらいい』ということを言われる方がいます。これに対

して、先週ですが、国会で国土のあり方について議論があった中で、太田国土交通大臣は、

「数が少なくなっても、集落に住み続ける人を大事にしなくては、国は成り立たない」と答

弁しています。要するに、住み慣れた地域にずっと住み続けたいという思いは国民の共有の

気持ちであり、その気持ちが、多様な地域を作り、日本を支えているのだから、そういう地

域を切り捨ててしまったら、国は成り立たないということです。じゃあ、どうするか、とい

うときに、「砦」が必要なんですね。これは、「お城」では駄目なんです。巨大なお城を造る

余裕はないし、それではうまくいかない。「小さな砦」（＝「小さな拠点」）が必要です。 

   それからもう一つ。これからは、高齢化が大変進みます。今、日本全体の高齢化率は 20％

ですが、2050 年になると 40％になります。ここにお集まりの多くの方は過疎地域に住んでお

られますが、その状況に日本全体が追いついてしまいます。お年寄りがそれだけ多くなりま

すから、機能を集めたときに、1ヶ所で用事が済むような「コンパクトさ」がなければいけ

ない。その「コンパクトさ」は同時に子育てにも役に立つ。そうすると、コンパクトなとこ

ろに集めますから、住んでいる周辺部との交通ネットワークが大事ということになります。
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ワーク」とい

いうもの（

ないのではな

の問題に取り

小田切先生
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ベースで議

いくのでは

機能を詰め込

がりをつくっ

ントをイメー

とがあれば。

って活動をや

ていただき

ているから

、いかがで

せんが、大宮地

何回もやっ

がすっと集ま

思っています

かったという

所になって

やりたいとい

イントではな

己決定権」

は逆に動きづ

そこでちゃ

もう一度論議

方がいい」と

たら熱いし近

互い同士も遠

ここかしこ

ればならない

なくて、そこ

んで、しかも

っていく。「ネ

ージすればい

あるいは、

やられている

たいと思いま

良いというこ

しょうか。 

地区では、と

てきました。

まったという

す。なかなか

か、うまくい

しまって、思

いう“想い”

ないかと思い

を離さないと

づらくなると

んと動いてい

議できればと

いうのがあ

近くに寄れな

遠ざかってし

に起こすよ

いという気が

こに希望を見

も、その拠点

ネットワー

いいですね。

お互い同士

るわけですが

ます。 

ことがあれば

とにかく大宮

。その中で、

うことはあり

か、その後の

いったという

思ったことが

”のある方が

います。 

ということは

いうことが

いけることの

と思います。

ります。人は

ないから、実

しまいます。

うな考え方、

がしています

見出して

点だけ栄

ク」とい

 

士で聞い

が、小さ

ば、とい

宮産業を

農協が

ります。

のきっか

うことか

ができな

が中心に

は非常に

、実際、

の大切さ

 

は、たき

実はみん

やはり

小田切

す。 



【２】「

藤山 そ

いう

う点

や組

＜論点１

藤山 ま

運営

竹葉 私

維持

私ど

りま

りま

は、

   ど

部会

かと

きて

かり

これ

戸で

てく

今仕

大体

する

の皆

ぞれ

るこ

   も

には

タイ

うと

だ、

得な

どの

と思

最初

小さな拠点

それでは、２

う哲学も踏ま

点です。また

組織とは違っ

１＞小さな拠

まず、「小さな

営手法があれ

私は「集落維

持をどうする

どもの地域は

ました。大宮

ますが、これ

その維持と

どうやったら

会で検討する

ということに

ています。今

ります。斎場

れくらいかか

ですが、10 年

くれません。

仕組みづくり

体 60 万前後で

るなら譲る」

皆さんでやっ

れが選ぶこと

ことによって

もう一つは、

は 15 戸の商店

イヤ屋さんと

と、車に乗れ

車に乗れな

ないのです。

の家の方が軽

思っています

初に言いまし

点」を具体的

２つめの柱に

まえて、具体

た、「小さな拠

ったやり方が

拠点の作り

な拠点」のつ

ればぜひご披

維持」と書き

るか、住民力

は、集落活動

宮産業では現

れは地域の方

というか、大

らお金を地域

る中で、平成

になり、２年

今、葬祭屋に

場に行っても

かります。で

年後に 200 人

それを何と

りを考えてい

でできます。

といわれて

ったらどうか

とですので、

て、大宮地区

給油所を何

店がありまし

と、自動車屋

れなくても家

ないと大変で

車がなかっ

軽トラに乗っ

す。これは大

したように、

にどう作り

に移っていき

体的にどうや

拠点」の運営

が求められる

方、運営手

くり方や具体

披露いただき

きました。安

力をどうやっ

動センターの

現在、給油所

方に利用して

大宮地域のお

域外に出さな

26 年から葬

年間かけてそ

に頼むと 1件

も、逆に葬祭

でも、今、大

人・80 戸にな

とかしようで

います。自分た

。大宮産業で

ておりますの

かということ

大宮産業が

区から外にお

何とかして維

したが、今、日

屋さんと、酒

家にいても酒

です。大宮では

たら生活が

っていますが

大宮地域の給

仲良くやら
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、運営する

たいと思い

やって「小さ

営手法として

るはずです。

手法の具体論

体的な運営手

きたいと思い

安心して暮ら

って引っ張り

の取組の前に

所と商店・お

ていただいて

お金を外へ出

ないかについ

葬祭事業をや

その仕組みづ

件当たり 100

祭業者が家に

大宮地区は約

なっても、葬

ではないかと

たちで葬祭事

では今現在、

ので、それを

を考えてい

が選ばれるか

お金を出さな

持しなけれ

日用雑貨を売

酒屋さんが残

酒は飲めるか

は最高齢で

止まります。

が、この先、

給油所の株主

らなければい

- 

か？ ～そし

ます。今度は

な拠点」をつ

ては、今まで

そのあたり

論 ～「合わ

手法について

ます。竹葉

すためには

り出すかが重

大宮産業の取

お米・肥料を行

て維持できま

出さない方法

て、生活環境

やろうではない

くりをやっ

万～150 万か

来てくれて

300 人・130

葬祭業者はま

いうことで

事業をやれば

祭壇を三つ

集落活動セ

ます。もち

か、うまくい

い方法を考

ばなりません

売っているの

残っています。

からです。車

92 歳の方が

。高齢者率 5

最初に倒れ

主が守らなけれ

けないと思

して「次世代の

は、「小さいか

つくっていけ

のような大き

を議論したい

わせ技」など

て、勘どころ

さん、いかが

、集落の

重要です。

取組があ

行ってお

す。そこで集

を、今考えて

境

い

て

か

も

0

け

、

ば、

つ預かってい

ンターの中の

ろんどこに葬

くかは分か

えています。

ん。昭和 40 年

のは大宮産業

。なぜ酒屋が

で配達しても

運転してい

50％に近い大

るのは自動車

ればと思って

っています。

集落維

（仲良

の定住」につな

からこそでき

けばいいのか

きくて専門的

いと思います

ど 

ろとか、検討の

がでしょうか

集落活動セン

ています。 

います。「葬祭

の事業として

葬儀を頼むか

りませんが、

。 

年代には、大

業だけです。あ

が残っている

もらっていま

ますが、乗ら

大宮地区でも

車屋さんでは

ています。だ

。 

維持 

く） 

なげるか？  

きる」と

か、とい

的な施設

す。 

の仕方、

か。 

ンターで

祭事業を

て、地域

かはそれ

そうす

大宮地区

あとは、

るかとい

ます。た

らざるを

もほとん

はないか

だから、



藤山 あ

て進

がら

てい

し迫

色々

して

そう

   そ

池田 は

す。

だか

入浴

力も

やっ

ビリ

ービ

   地

もら

ぞれ

回来

   そ

んか

総菜

うな

とい

藤山 本

がっ

池田 私

こと

いし

す。

うい

実現

だか

は本

藤山 本

池田 ぜ

ありがとうご

進めています

ら、集落の維

います。集落

迫った問題で

々な経済の循

ての支え合い

ういったもの

それでは、ふ

はい。「職員

先ほどの事

から、看護師

浴対応も、食

も発揮しても

ってもらいま

リの担当の職

ビスもやって

地域の皆さん

らっていると

れが自分ので

来ていただい

それから、先

か？」とお電

菜を作れます

なやり取りを

いうようなや

本当に素晴ら

ってないでし

私は、こうい

とだと思って

し、地域の人

うちの職員

いうところで

現していく上

から、大変だ

本当に低いで

本当に、皆さ

ぜひ、隠岐へ

ございます。

す。今後は都

維持と「小さ

落で実際にで

ですが、その

循環も生まれ

いがとても大

のも含めた循

ふれあい五箇

・地域の皆さ

事例報告にも

師業務だけや

食事対応も、

もらいますし

ます。ケアマ

職員は、昼か

てもらいます

んの動き方も

と言いました

できることを

いていますけ

先日、全く違

電話ください

す」というの

をしました。

やり取りで巻

らしいと思い

しょうか。 

いう一人何役

てきたので、

人たちに、お

員はみな、た

であり、これ

上で最も良い

だから辞めた

です。 

さんぜひ、ま

へ。 

「小さな拠点

都市にも必要

さな拠点」づ

できているも

のように集落

れます。ただ

大切だという

循環じゃない

箇の池田さん

さんの働き方

もありました

る」というこ

昼からは陶

し、４時過ぎ

マネジャーさ

からはカラオ

す。何でもや

も重要です。

たが、配食サー

をやってもら

けれども、こ

違う地域の方

いました。「あ

ので、「では、

このように

巻き込んでい

いますが、逆

役の合わせ技

職員に、お

お願いします

ぶん、「ふれ

れが、地域の

いやり方なの

たいという職

まずは行って
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点」は、集落

要だという議

づくりは表裏

ものをいかに

落で必要とさ

だ儲ければい

ことも、竹

いかと思いま

ん、運営手法

方や動き方の

たけれども、

ことではなく

陶芸班の担当

ぎからは学童

さんにも、手

オケも担当し

やらないとい

先ほど、配

ービスボラン

らっています

これも、その

方が「ふれあ

ああ、それは

かっぽうク

に、本当に臨

いくことが「

逆に、職員さ

技がうちの職

お願いします

すと言って回

れあい五箇」

の皆さんや利

のだと思って

職員は１人も

てみなければ

- 

落地域の大き

議論も後段に

裏一体である

生かすか。

れているこ

いというこ

竹葉さんは常

す。 

法の具体論につ

の合わせ技」

「私は看護師

くて、送迎も

職員として

童保育の仕事

手芸班の担当

しますし、利用

いけない、そ

配食サービス

ンティアには

す。それから

動き方のひ

い五箇で何

嬉しい。何が

ラブの講師

臨機応変に、

要」ではない

んから「ち

職員には当た

すと言ったこ

ったことも

というとこ

用者さんの要

いると思い

居ません。離

ばいけません

職員

働

な安心と希望

出るかもしれ

という点は非

あるいは、葬

とにしっか

とではなくて

日頃からおっ

ついて、いか

で

師

、

の

も

もしてもらい

用者さんを送

それがふれあ

には民生委員

は 15 名近く

、趣味活動の

とつだと思っ

かしたいから

ができますか

さんをお願い

「いつからお

いかと思いま

ょっと大変だ

り前の

ともな

ないで

ろはそ

要求を

ます。

離職率

ね。 

員・地域の皆さ

き方や動き

合わせ技 

望をつなぐも

れませんが、

非常に大切だ

葬祭なども非

り対応するこ

て、やはり、

っしゃってい

かがでしょう

います。パワ

送りながら、

あい五箇の職

員さんにも手

の登録があ

の講師の方に

っています。

らお手伝いで

か？」と聞く

いします」と

お願いできま

ます。 

だ」といった

さんの

方の 

ものとし

当然な

だと思っ

非常に差

ことで、

仲間と

います。

うか。 

ワーリハ

、配食サ

職員です。 

手伝って

り、それ

には週１

 

できませ

くと、「お

というよ

ますか？」

た声は上



藤山 で

で、

   さ

の検

して

平田 私

の施

いか

継続

ただ

と思

   今

さん

提供

す」

てい

ぐら

っし

集荷

つい

す」

   や

し、

よう

藤山 あ

多面

かと

   こ

くり

な形

まで

この

いま

竹葉 私

う風

70 で

意識

は

でも、実際に

また後で、

さて、平田さ

検討段階にあ

て見えてきて

私は、「関わる

施設に関わっ

かと思ってい

続していくと

だかなければ

思うんですね

今、山が大変

ん走っていま

供していただ

とおっしゃ

いただくこと

らいの人が

しゃいました

荷に伺う送迎

いては、３分

とおっしゃ

やはり、そう

将来につな

うな仕組みづ

ありがとうご

面的な関わり

と思います。

ここで、竹葉

りを実践され

形で工夫され

での取組の中

の「巻き込み

ますが、どう

私も、地域支

風に開いたら

ですけれども

識です。僕は

「いや、全然

には、色々な

色々な制度

さんのところ

ありますが、

ていることは

る」というこ

っていただく

います。「小

ということに

ばならないし

ね。ですから

変荒れていま

ました。そこ

だけますか？

ゃいました。

とができます

「木を切って

た。また、そ

迎のサービス

分の１ぐらい

ゃるわけです

ういった住民

ながらないと

づくりをして

ございます。

りの場をつく

 

葉さんと池田

れている中で

れてきたこと

中で思い当た

み方」という

うでしょう。

支援企画員の

らよいかを沢

も、60 代の人

は、いいや、

然大丈夫」と

な資格の問題

度の話のとこ

ろは、非常に粘

「小さな拠点

はありますか

ことだと思い

くということ

さな拠点」で

になると、で

し、また、利

、どのように

ます。今朝も

で先般のア

？」と聞いた

さらに「そ

すか？」とい

て薪にするボ

それぞれの家

スをしていた

いの人が「そ

す。 

民の「小さな

と思います。

ていかなけれ

山の木を提

ろうとされ

田さんにぜひ

で、このよう

とが、実はこ

たることがあ

あたりが、「

 

の方に色々ア

沢山考えてお

人は、まだ 7

そのうち元

と言います。
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題もあったり

ころでもう 1

粘り強いコ

点」のつくり

か。 

います。地域

とが、うまく

ですので、今

できるだけ多

利用していた

に住民に関わ

も来るときに

ンケートの中

たら、５割の

その山の木を

いうと、また

ボランティア

家に品物を届

ただけますか

それをボラン

な拠点」への

そのために

ればならない

提供する人、

れている、そ

ひおうかがい

に一人でも

こういう点に

あったら、ぜ

「小さな拠点

アドバイスを

おります。や

70 代にはな

気じゃなく

 

- 

、色々なご苦

回触れたい

ミュニティの

り方、あるい

域住民ができ

運営する基本

今後安定的に

多くの人に利用

ただくような施

わっていただ

道をシカが

中で、「山の木

人が「提供

切って、薪

同じように

をします」

けたり農産物

か？という問い

ティアでや

愛着という

はできるだ

のではない

薪にする人

の可能性が見

したいのです

多くの人が

つながってい

ぜひちょっと

点」の非常に大

いただきな

やはり世代で意

っていない

なるだろう、

苦労もされて

と思います。

の取組で、「小

いは運営手法

るだけそ

本ではな

に経営を

用してい

施設でない

だくかという

たく

木を

しま

にし

５割

とお

物を

いに

りま

ものがないと

け多くの人に

かと思ってい

、そして、運

見えてきたと

すが、実際に

関わる、ある

いる、とい

ご披露いただ

大切なポイン

がら、ワーク

意識が違いま

から、いつま

、と言うので

（全員

関わ

ていると思い

。 

小さな拠点」

法で、今、検討

と、作る価値

うことだと思

と絶対に成功

に関わってい

います。 

運ぶ人という

ということで

に「小さな拠

るいは巻き込

うようなお話

だきたいので

ントではない

クショップを

ます。例えば

までも元気だ

ですが、60 代

が） 

る 

いますの

」づくり

討段階と

値がない

思います。 

功しない

いただく

う形で、

ではない

拠点」づ

込むよう

話が、今

ですが。

いかと思

をどうい

ば、僕は

だという

代の彼ら
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外の目線 

   ちょっと例を話させてもらいますと、環境部会で花を植えたらどうかという話になったん

ですよ。で、70 以上の人は賛成してくれるのですが、60 以下になると、「いや、広島県の世

良へ行ったら岩桜がいっぱいあるけん、そこへ行ったらええ。わざわざ、俺たちがなぜ、種

を蒔かないかんのか」と、そんな話になります。そこは何とかうまくやれないかなと思って、

いつも考えています。これ以上は、次の論点で話そうかなと思っていたので。 

藤山 分かりました。では池田さんはどうですか。やはり後に取っておかれますか？ 

池田 はい。後のテーマで。 

＜論点２＞次世代の定住を支える拠点としての取組・可能性 

藤山 「小さな拠点」づくりでは、地域の危機感をちゃんと共有した上で、次世代の定住を実際

に実現していくための暮らしの条件も作っていかなければいけないと思います。先ほど、藤

井審議官からも「砦」という話がありましたが、「小さな拠点」はそういった次世代の定住

のための砦にもならないといけない。ということで、２巡目は、「次世代の定住を支える拠

点」として、こういう取組をしているとか、あるいは、こういう可能性があるのではないか

とか、あるいは、そのことを考えたら「小さな拠点」にこんな仕組みや機能が欲しいとか、

そういうあたりをご披露いただけないかと思います。竹葉さん、温存されていた話をお願い

したいと思いますが。 

竹葉 私は、「外の目線」と書きました。ちょうど 1ヶ月前に、「鳥の目線

でものを考えると、足元まで見えない」と言われたのですが、確かに

そうだなと思って、どういう方向でやれば集落活動センターがうまく

いくかと考えております。例えば、地域おこし協力隊は、大阪などよそから来てくれていま

すが、その子たちは、僕らが見えてない目線から物事を見て、解決してくれることが多々あ

ります。僕らには当たり前のことも、協力隊にとってはものすごく記憶に残るようで、「もっ

たいない」、「惜しい」とよく言われます。また、県の地域支援企画員も、住んでいるのは１

年くらいで、70 年間住んでいる僕らとは全然違う目線があります。東京から来たインターン

生も、僕らが「何もない地域だ」と言うと、「いや、緑がいっぱいあるじゃないか。その緑を

生かすことを考えたらどうか？」というようなアドバイスをしょっちゅうしてくれます。 

藤山 なるほど、そういった地域おこし協力隊や、地域支援企画員や、インターンの方も含めた

『外の目』で暮らしの土俵を見だそうとされているということじゃないかと思います。池田

さんの方はどうですか。 

池田 キーワードが図になっていますが。私はもともと入所施

設に居ましたが、入所施設は入所者の人と職員との 1対 1

で全てが解決する世界です。一方、「ふれあい五箇」は在宅

福祉の施設ですので、デイサービスや、ヘルパーが家に行

く、家からふれあい五箇に来てもらう、という様々な形を

取ります。ですから、利用者さん一人ひとりにとっては、

周りに家族もいれば職員もいる、地域も、子どもたちもいるということで、たくさんの人と

関わりあえる中に利用者さんがいるという点がポイントではないかと思っています。だから、

家族 

職員     地域 

子どもたち

人 



藤井

う関

合い

世代

藤山 こ

とど

域や

って

あい

もっ

なと

ると

して

の定

い職

ちで

池田 隠

～３

を見

性も

藤山 島

は島

こう

平田 私

たよ

なか

うに

です

100

来ら

の方

わっ

欠か

域の

都市

域住

た方

につ

井審議官が

関わりがない

いが持てれば

代の定住を支

この図をみる

どうしても人

や子どもたち

ているという

い五箇に）行

っと言ってし

と思いますが

とか、何かや

ているという

定住にもつな

職員さんも定

でやってらっ

隠岐高校か、

３年行きます

見つけようと

もです。です

島根県でも、

島に学べ」と

ういうことを

私は「ごもく

ように、やは

かなか新しい

に、イノベー

す。ですから

歳まで全て

られた方も関

方々も関わる

っていくこと

かせないよう

の資源はなか

市に住む人か

住民がそれを

方が、それを

ついては、や

「住み慣れた

いと住み慣れ

ば、何とか地

支える拠点と

ると、利用者

人と職員だけ

ちも取り巻く

うことがポイ

行っても、また

しまうと、生

が、今、その

やってもらう

うところが本

ながりつつあ

定住して頑張

っしゃるんで

隠岐水産高

すが、やっぱ

とされて、本

すが、やっぱ

隠岐の方が

言っています

をやってみた

くずし」だと

り昔からずっ

いことは難し

ーションとか

ら、年代的に

ての人が関わ

関わり、また

るといように

とが、今後の

うに思います

かなか発見で

から見れば、

を形にしてい

を販売する方

はり若い方々

た地域で当た

れた地域で暮

地域だけで住

としてのひと

者である「人

けの一方向の

中に利用者

イントです。

た先ほどの発

生まれて、老

の秘密が分か

という関係

本当にすごい

あるんじゃな

張っていらっ

ですかね、地

高校を卒業す

ぱり帰ってく

本土から帰っ

ぱり、人材不

山の方より

すけれども。

たいというこ

と思うんです

っと住んでい

しいし、先ほ

か継続につな

にも 10 代、2

り、また、外

た Iターンや

に、多様な人

の地域づくり

す。我々では

できません。

全てが「宝

いく。地域住

方法について

々が主体を担
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たり前に暮ら

暮らすことが

住み続けるこ

つの考え方

人」を取り巻

のやり取りに

者の方がしっ

皆さんも思

発表を見ても

老いて、死ん

かったような

係ではなくて

いことだと思

ないかと思い

っしゃるんで

地元に住んで

すれば、たい

るんですよ

ってくるとい

不足は否めま

も最初に定住

。平田さんの

ことがあれば

す。先ほど竹

いる者ばかり

ほど小田切先

なげるのは非

20 代から

外国から

や Uターン

人たちが関

について

はやはり地

ですが、

宝」だと思い

住民は作るの

ていろいろと

担って、ホー

- 

す」という

できない、逆

とができる

方です。 

巻く三角形が

なりますが

かり位置づ

思ったかもしれ

も、ここで老後

でいくんだ

気がします。

、地域の人

思います。そ

ます。ちょ

すが、実際

。 

がい本土の介

ね。隠岐で暮

うことが起

せん。 

住が増えてい

の方はどうで

ば。 

竹葉さんもお

りで色々と考

生もおっし

非常に難しい

ます。その

は得意です

アドバイス

ムページだ

ことを言われ

逆に言えば、

のではないか

できています

、ふれあい五

けられている

れませんが、

後を過ごした

ったら、こ

。単に、職員

にも家族にも

ういったこと

っとお聞きし

に若い職員さ

介護福祉士の

暮らしたい、

きています。

いるんですね

ですか。次世代

っしゃっ

考えても、

ゃったよ

と思うん

「宝」を発見

から。さらに

をする。また

とか Facebo

住民主

（ごもくず

れましたが、

、これだけの

かということ

すね。普通、

五箇では、家

るという仕組

、私は実際に

たいなと思い

ういうところ

員さんにお世

も包まれた中

とが、やはり

したいんです

さんは、どん

の養成専門学

、隠岐に帰っ

。これは男性

ね。だから私

代の定住に向

見する人がい

に、都市から

たは、その広

ook だとかを

主体 

ずし） 

こうい

の関わり

とが、次

施設だ

家族も地

組みにな

に（ふれ

います。

ろがいい

世話にな

中で暮ら

り次世代

すが、若

んな気持

学校に２

って仕事

性も、女

私は、「山

向けて、

いて、地

ら来られ

広報活動

を使って、
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課題は一つ 

処方箋は複数 

いろいろと地域の良さを発信し、都市住民の方がそれを見て、ぜひ住んでみたいなといわれ

るようなところにしたい。そういった場所をつくっていくのは、もともとの住民だけではで

きないと思うんですね。やはりグローバルな中で考えていかなければいけないことではない

かと思っています。 

藤山 「ごもくずし」のどの辺が一番重要になってくるんですかね。 

平田 よくいわれるように、「ばかもの、外もの、若者」ですね、それだと思いますけどね。 

藤山 なるほど、それがちりばめられてると。 

平田 そうです。それと、年齢構成についても、若い人からお年寄りまで。 

藤山 なるほど。いろんな“具”がちゃんと混ざっていると。 

平田 そうですね。また、体の悪い人から、健常者から、いろんな人が関わっていくことだと思

います。 

藤山 なるほど。それでは、藤井審議官。今のようにこの三つの地域だけでも、色々な「小さな

拠点」のこれからの勘どころなり運営手法が示されました。実は、「小さな」ということを初

めて出したという点も新しいことですが、今回の「小さな拠点」の進め方が非常にユニーク

なのはそれだけではありません。国の今までのやり方は、決まったモデルを示して、「みんな

その山へ登りなさい」という感じだったと思いますが、今回は 12 のモニター地域で取り組む

という、あまり例のない“リーグ戦”をやられていますよね。しかも、地域の実情が違うの

で、「小さな拠点」づくりのやり方はそれぞれ非常に異なります。こういった、同時多発的な

プログラムでやられていること自体、私は非常に目新しいというか、斬新だと思っているの

ですが、この「小さな拠点」という政策を全国に広めていくやり方について狙っているとこ

ろなどがありましたら、ご紹介いただきたいと思います。 

藤井 「課題は一つ、処方箋は複数」と書いたのですが、国土政策では、

地域おこしや地域づくりということは今までもずっと色々とやっ

てきたと思いますが、国全体のデザインの中で、「小さな拠点」づ

くりをやろうとなったのはこの数年の話であり、どうやってつくっ

たらいいのかはそれぞれの地域の問題ですから、はっきり言って、国が上から目線で分かる

はずがないんですね。地域の皆さんにとっても、どうやっていったらいいのは、まだはっき

りとした処方箋がないと思います。課題自体はひとつ、人口減少しても住み続けられる地域

づくりという共通の課題ですが、それを実現する処方箋は地域によって様々だということで

す。だから、国が一方的にやっても仕方ないし、国から指定してやるようなものでもない。

ともかく、まずは一度、色々な処方箋を全部出し合って、解決の方向を見つけるというやり

方しかないのではないかということで、こういうモニター調査という形をとったということ

です。 

   それから、さきほどの議論のところで、「希望の砦」というキーワードを出しましたが、今、

次世代の定住の話がありましたので、少し補足させていただきます。 

   一番の心配は、ともかく、地域で住み続けられるようにしたらどうしたらいいかというこ

とであり、これは「守り」の砦であるわけですね。ですが、守りだけではその地域を支える

ことはできない。地域をどうやって元気にさせるか、元気を作っていくということも大事で



す。

ます

くの

さら

いま

とい

の集

校に

分析

です

り方

地域

とば

これ

   そ

例え

これ

は普

すね

店な

ケッ

ある

数年

やす

いも

ニー

と思

   で

が入

いか

藤山 あ

人口

人当

守っ

   ち

なん

毎年

そのために

す。さきほど

のではなくて

らにその中で

ますが、1,00

いうことです

集落の小学校

にしなくて済

析で分かった

すが、全くで

方によっては

域が消えてい

ばかりではな

れは日本の社

そんなことが

えば、岡山県

れ 10 年ぐらい

普通停まって

ね。なぜそん

などに売って

ットで勝とう

るんですね。

年間積み重ね

すことができ

ものを食べた

ーズに対して

思います。 

ですから、「小

入ってくるよ

かと思ってい

ありがとうご

口予測プログ

当たりで大体

っていけると

ちなみに、先

んですね。食

年1％ずつで

には働く場が

ど大宮産業の

て、地域の中

で雇用を作っ

00 人規模の

すから大変で

校・中学校を

済むというこ

たのです。毎

できない地域

はできる地域

いく、あるい

なくて、小学

社会にとって

が本当にでき

県に新庄村と

い「ひめのも

ていないので

んなことが可

ています。す

うと思ったら

だから、百

ねてきた結果

きたというこ

たい」、「健康

て、地域の“

小さな拠点」

ような「希望

います。 

ございました

グラムはぜひ

体平均して２

ということが

先ほど「ひめ

食料とか燃料

もこれを取

が必要で、要

のお話があり

中でできるだ

っていくとい

集落でも、毎

ですが、２世

を維持するこ

ことが、実際

毎年毎年２世

域ばかりでは

域もある。そう

いは人口が半

学校や中学校

ても非常に大

きるか、とい

という村があ

もち」という

ですが、そこ

可能なのか。

すると買って

ら無理ですが

百貨店に売る

果、ずっと売

ことです。高齢

康なものを食

“本物”が提

を単なる

望の砦」にし

た。実は、この

ひ、皆さんの

２世帯増える

が、実際にデ

めのもち」の

料も含めて大

り返すと、50
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要するに外貨

ましたが、

だけ回してい

いうことが必

毎年２世帯ず

世帯ずつ入り

ことができる

際の地域のデ

世帯ですから

はありません

うなっていけ

半減するとい

校が維持でき

大事なことで

いうことです

あり、そこに

う餅を作って

この道の駅は

その「ひめ

くれるんです

が、やはり「

ると、あっと

売り上げを伸

齢化が進めば

食べたい」と

提供できれば

「守りの砦」

していくこと

の高知県でも

のところでも

ると、だいた

データとして

の例がありま

大体３分の２

00人で1世帯

- 

貨を稼がなけれ

例えば、葬儀

く、循環させ

要です。実

ずつ新たに入

続けること

、廃

データ

大変

。や

けば、

うこ

る。

す。 

すが、

道の駅があ

ています。幹線

ちゃんと少

のもち」を一

すね。「サト

おいしいも

いう間に売れ

ばしてきてい

ば食べる量は

いうニーズ

ば十分勝負で

にするだけ

が、次世代

も 12 月に研

確かめてい

いその地域

も出ており

したが、我

ぐらいを外

帯の定住は賄

ればならない

儀事業でも、

せることが重

はこれは藤山

入り続けると

ができれば、

ります。その

線道路の外れ

しずつ雇用を

一生懸命、天

ウの切り餅

のを食べたい

れてしまう。

いて、雇用も

は減りますが

は高まってい

きる可能性は

ではなくて、

の定住とい

研修会をやり

ただけたらと

の人口も、そ

ます。 

々はやはり外

から買ってい

賄えるという

いという問題

、お金が外に

重要だといえ

山先生が試算

と、毎年入り

、その 1,00

の道の駅でも

れの道の駅な

を増やしてい

天満屋や色々

」みたいに全

い」というニ

。こういう努

も少しずつで

が、「少しでも

いきます。そ

はあるという

、少しでも新

う点では重要

ましたが、先

と思います。

それから小中

外から物を買

います。です

う試算もして

題があり

に出てい

えます。

算されて

り続ける

0人規模

もうかれ

なので車

いるんで

々な百貨

全国マー

ニーズは

努力を十

ですが増

もおいし

そういう

うことだ

新規の方

要ではな

先ほどの

1,000

中学校も

買い過ぎ

すから、

ています。 
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＜論点１
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   モ

た場

ずっ

あり

もの

竹葉 安

例え

から

ので

し、

中で

と近

マン

とを

いと

   現

画員

いな

集落

りま

すぐ

先生

藤山 分

地域

かと

池田 ま

たい

隠岐

域に

特段

いで

   け

度が

の方

「小さな拠点

１＞従来の

あっという間

モニター地域

場合、どうし

っと続いてき

ります。そこ

のように竹葉

安心な地域を

えば、四万十

ら 20 キロ、現

で、このデマ

30 分間待っ

でなければ駄

近く、愛媛県

ンドバスで 2

を何とかして

と思っていま

現在応援して

員の皆さんに

ながらやって

落活動センタ

まして、アド

ぐに取組をす

生にもデマン

分かりました

域支援企画員

と思います。

まず、行政は

いことを自由

岐の島町は４

に公平にサー

段の補助金を

です」ってい

けれども、「ふ

が駄目になっ

方はおられな

点」を支える

「規模の経済

間に時間が来

域を中心に、

しても今まで

きましたから

こで、制度へ

葉さんからで

をつくるため

十市にもデマ

現在の中村市

マンドバスを

って 30 分間

駄目だという

県は送迎バス

20 キロぐる

てもらえない

ます。 

ていただいて

に、色々な申

ています。ま

ター）にはア

ドバイザー会

するというこ

ンドバスのこ

た。行政制度

員なども含め

池田さんは

はあてにして

由にやりたい

４町村が合併

ービスがなく

を出すことも

いう感じです

ふれあい五箇

ってしまうと

ないとは思い

る制度、行政

済」＆「縦

来て、最後の

「小さな拠点

ではどちらか

ら、やはりこ

への注文とか

でいいですか

めにはどうし

マンドバスが

市の中心から

を利用するた

乗車するとい

国の規制が

スが県境まで

りと遠回りし

いかと思って

ている県の地

申請や規制に

また、大宮産

アドバイザー

会議で出てき

ことができま

ことについて

度では、やは

めて、お手伝

はどうでしょ

ていません。

いので、行政

併しています

くてはいけな

もできない』

す。 

箇」は在宅福

と、一番基本

いますが、社
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政のあり方と

縦割り」の弊

の３番目の柱

点」づくりの

かというと大

このあたりを

か、行政への

か。 

したらいいか

がありますが

ら 50 キロ程

ためには、ま

いうことにな

があるようで

で来ています

していかなけ

ていますし、

地域支援企

について習

産業（大宮

ー会議があ

きたものは

ます。後で

て話をしても

はり県境とか

伝いする人が

うか。 

できるだけ

政は邪魔しな

すので、行政

ない、「ふれあ

と言われま

福祉を柱にや

本のところが

社会福祉の充

- 

と今後の展望

弊害、今後の

柱になりまし

の歩みが今、

大きな拠点と

変えていか

注文をまずお

か、というこ

、大宮地区

程度の距離に

ず１時間前

なります。ま

、実は大宮地

すが、時間帯

ければならな

ぜひこうい

らいたいな

か行政の境界

居ると乗り越

、私たちがや

ないでくださ

政の方は、『各

あい五箇」だ

す。「まぁ、

やっておりま

崩れてしまい

充実はぜひ、お

行

社

望 

の進化方向 

た。 

始まろうと

か専門化した

なければいけ

お聞きしたい

とです。

は旧役場

あります

に予約を

また、運行ル

地区は愛媛県

がうまく合わ

ないというこ

う問題を解決

と思ってお

とか、いろん

越えやすいと

やり

さい。

各地

だけ

い

すので、社会

いますので、

お願いしたい

安心な地

行政はあてに

いません

社会福祉の充

しています。

た施設向けの

けないという

いと思います

ルートは行政

県境まで２キ

わないので、

ことです。こう

決する方法を

ります。 

んな規制なん

ということじ

会福祉、介護

、ここに厚生

いと思ってい

地域 

にして 

ん 

充実 

。そうし

の政策が

うことが

す。いつ

政区域の

キロ程度

結局デ

ういうこ

を習いた

んかも、

じゃない

護保険制

生労働省

います。 



藤山 行

働」

挙が

は全

のよ

ばい

   で

平田 す

す。

人も

   や

いま

ばい

   た

とこ

とか

した

   今

規制

思い

が必

くと

藤山 あ

てい

 

行政の人は、

の名の下に

がっています

全員クビだと

ように、「自分

いけないと思

では平田さん

すいません、

よろしくお

も居ません、

やはり地域活

ます。それを

いけないこと

ただ、我々も

ころは可能な

か、立ち上が

たいというこ

今まで私もい

制が強すぎる

います。今、

必要ですし、

ということへ

ありがとうご

いるように思

あてにされ

に行政から仕

すけれども、

ということで

分たちに何が

思います。 

ん、どうでし

私たちは力

お願いしたい

ただ、労働

活性化は、市

をつくってい

とだと私は思

も行政に「お

な限りやりま

がり当初の支

ことでござい

いろいろ経験

る。「これはい

池田さんが

やはり地域

への行政の理

ございました

思います。 

 

ないで喜んで

仕事を押し付

あてにされ

ですからね。

ができるか」

しょうか。 

力がないので

と思います。

働だけはたく

市にとっても

いくためには

思っています

おんぶに抱っ

ます。けれど

支援だとか、

います。 

験しましたが

いけない」「

がおっしゃっ

域が本当に自

理解は欠かせ

た。地域が変

- 参考－97

ではいけませ

付けられると

れないという

高知県の地

ということ

で、行政は大

。地域には金

さんありま

も県にとって

は、やはり行

す。 

っこ」じゃい

ども、どうし

地域おこし

が、「造る」と

「こうでない

ったように、

主的に運営

せないと私は

変われば行政

- 

せんよね。「協

いう声も結構

ことは、これ

地域支援企画員

を考えなけれ

大変あてにし

金もありませ

す。 

大切なこと

行政と我々住民

けないと思

てもできない

協力隊だと

いうことに

といけない」

これからは住

営していくた

思っており

政はどう変わ

協

構

れ

員

れ

ていま

せんし、

だと思

民が協働して

っていますの

いところ、例

か、そうい

あたっては

」ということ

住民主体の自

めには、新し

ます。 

るのか、とい

協 働 補

てやっていか

ので、我々の

例えば資金的

う方々の力も

、事業の中で

とが、多々あ

自由な取組へ

しいものを造

いうところが

 

補 完 

かなけれ

のできる

的な問題

もお借り

で非常に

あったと

への支援

造ってい

が問われ



＜論点２

藤山 そ

   最

一人

な拠

いと

竹葉 な

員で

会で

のよ

回休

くり

が参

も集

わっ

害が

し、

藤山 あ

うか

池田 ひ

かす

たい

わせ

   も

第１

こと

ろう

なく

の社

げて

る」

いた

「小

今、

サー

そこ

りま

言い

２＞今後の抱

それでは、最

最後に、皆さ

人１分ぐらい

拠点」づくり

と思います。

なかなか抱負

で参加しやす

でそのための

ように、横へ

休みというこ

りがうまくい

参加できれば

集落活動セン

ってもう 10 年

があったらい

足元から見

ありがとうご

か。 

ひとことと言

す」と書きま

いという“志

せてこれをや

もうひとつ、

１回検討会が

とは、全国の

うと思えばや

くちゃいけな

社会福祉法人

ていて、最後

というよう

た餅にするの

小さな拠点」

確信してい

ービスや施設

こには何より

ますので、今

いたいと思い

抱負、展望 

最後のまとめ

んの今後の地

いになります

りの全国展開

それでは、

負というのは

すい集落活動

の仕組みづく

へ行ったり、

ことも多いで

いくこともあ

ば、と期待を

ンターに至る

年近くなるの

いけないなと

見直そうと思

ございました

言われました

ましたが、住

志”を同じく

やっていきた

「小さな拠点

が９月に開催

の社会福祉法

やれるんじゃ

ない」と思っ

人も、その理

後の方には「

うなことを必

のではなくて

になってく

います。高齢

設があります

りも、力を持

今私は、確信

います。 

～今から

めに入ってい

地域あるいは

すが、ご披露

開に向けた展

竹葉さんか

は難しいと思

動センターに

りを、毎週

右へ行った

ですが、休む

ある。そうす

を持っており

る前から、大

ので、私が言

という心配も

思っておりま

た。では、池

たが、二つあ

住み慣れた地

する職員や

たいというこ

点」づくりは

催されたとき

法人でもやれ

ゃないですか

ています。

理念なり基本

「地域に根差

必ず謳ってい

て、本当に実

る、必ずな

齢者が居ると

す。日本中ど

持った職員、

を持って、「
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、それぞれ

いきたいと思

は団体の抱負

露いただいた

展望といった

から、今後の

思っておりま

になればと思

週毎週、やっ

たり、左へ行

むことによっ

することによ

ます。もう

大宮産業の立

言うことに対

もしておりま

ます。 

池田さん、い

あります。ひ

地域でいつま

や地域の住民

ことです。

は「福祉施設

きに、小田切

れますか？」

か」みたいな

「福祉施設の

本方針なりの

差した施設づ

います。それ

実行していけ

なるのではな

ころには、

どこにでもあ

マンパワー

「どこでもで

- 

れの地域で踏

思います。 

負、ここを一歩

上で、藤井審

あたりをお

抱負を一言い

すが、地域住

思っております

ています。す

行ったり、あ

てルールづ

って、全員

一つは、私

立ち上げに携

対して何か弊

す。もう少

かがでしょ

ひとつは「資源

でも暮らし

民の皆さんと力

設の使命」だ

座長さんか

と問われまし

曖昧な答え

の使命」だと

冒頭に必ず

くり」とか

れを絵に描

ば、この

いかと、

必ずデイ

ります。

も必ずお

できる」と

踏み出す一歩

歩踏み出した

審議官の方か

聞きして、最

いただけませ

住民が全

す。各部

すごろく

るいは 1

源を活

ていき

力を合

だと思ってい

ら「ふれあい

した。私はそ

をしたんです

思っていま

「利用者本位

「地域の中で

参加しや

活動セン

資源を活か

福祉施設の

歩とは？～ 

たいという抱

から、今後の

最後のまとめ

せんでしょう

ます。実は、

い五箇でやっ

そのときに、

すけど、今は

す。というの

位の事業展開

で生き生きと

やすい 

ンター 

かす 

の使命 

抱負を、

の「小さ

めとした

うか。 

、東京で

っている

「多分や

は「やら

のは、ど

開」と掲

と活動す



藤山 非

いか

平田 

拠点

ンを

の１

てい

校に

いう

   そ

ンで

こに

力あ

藤山 あ

   非

する

藤井 

「小

つく

形に

して

ドバ

トワ

に人

都市

うこ

みが

り越

えば

いう

「小

ャリ

当は

から

一緒

とい

   な

った

非常に力強い

かがでしょう

「まず、一歩

点をつくって

を形にしてい

１に減りまし

います。この

に回復したい

う気持ちでや

そしてまた

で人口は増え

に住みたい」

あるまちづく

ありがとうご

非常に多彩な

るにあたって

「国土の細胞

小さな拠点」

くっていく上

にしていかな

ていったらい

バスの問題が

ワーク」と言

人を輸送する

市と同じ形の

ことも含めて

が必要です。

越えてやれる

ば東京だった

うように大き

小さな拠点」

リアパスにな

は駄目ではな

ら国も一緒に

緒に描いてい

いえると思い

なお、ひとつ

た人口減少問

い発言をあり

うか。 

歩を形に」と

ていかなくて

いきたいとい

した。小学校も

の小学校を守

い、できれば

やっておりま

「魅力づくり

えてはきてい

と思っても

くりを今後進

ございました

な議論が展開

ての展望につ

胞」と書きま

は、最終的

上での地域を

なければいけ

いいかという

がありました

言いましたが

るとか、そう

のものを集落

て「小さな拠

もっと言え

るような人材

たら、若い人

きな組織の一

に就職した

なる、という

ないかと思い

に描いていか

いく作業を、

います。 

つご報告させ

問題や集落の

がとうござ

ということで

てはなりませ

いうことです

も 37 名とい

守るというこ

ば中学校をも

ます。 

」ですが、

いますが、都

もらえるよう

進めていきた

た。全国初の

開されてきま

ついて、藤井

した。冒頭の

的には国のデ

を支えるひと

けないと思っ

うところは、

た。冒頭で「

が、コンパク

ういうことが

落地域に適用

拠点」のデザ

えば、色々な

材をサポート

人は、大企業

一コマになっ

たら全ての様

うような形ま

います。そう

かなくてはい

今日この会

せていただく

の問題につい

- 参考－99

ざいました。

でございます

せんので、ま

す。川西地区

いうことで複

ことではなく

もう一度取り

現在、Ｕタ

都会の人たち

な場所にな

たいと思って

の「郷の駅」

ましたが、今

井審議官のほ

のご挨拶でも

デザインの中

とつの細胞に

っています。

まだ明確な

「小さな拠点

クトに機能を

が非常に重要

用して成り立

ザインを描け

な規制を緩和

トしてあげる

業に就職した

ってしまいま

様々な知識が

まで作ってい

いったデザ

いけないとい

会場でやって

と、今、国

いて真面目に

- 

それでは平

す。我々は、

ず絵に描い

区は人口が３分

複式学級にな

て、元の小学

戻したい、

ーンやＩター

に「ぜひあ

るように、魅

おります。

が形になる

後、こうい

うからおま

も申し上げま

で、日本とい

になっている

ただ、どうい

な答えはあり

点」のキーワ

を集めれば、

要になってく

立つはずがあ

なければい

和するだけで

機能も非常

ら経理だけ

すが、田舎

身に付く、

いかないと、本

ザインを、これ

いうことです

いるところ

では、こうい

議論しよう

田さん、

これから

たビジョ

分

っ

学

と

ー

そ

魅

ことを祈って

った「小さな

とめいただけ

ましたが、

いう国を

という

いう風に

ません。例え

ードとして

そこから配達

るわけです。

りません。

けませんし、

は駄目であ

に重要です。

と

の

キ

本

れ

す。

だ

い

と

まず一歩

魅力づ

国土の

ております。

な拠点」を全

ければと思い

えば、先ほど

「コンパク

達をするとか

。ただ、交通

したがって、

、新しい規制

り、色々な規

。さらに言え

を形に 

づくり 

細胞 

 

全国展開

います。 

どデマン

トとネッ

か、そこ

通も、大

、そうい

制の仕組

規制を乗

えば、例



いう

経済

の骨

議ま

   そ

が、

「東

リン

なん

モデ

して

問題

にな

らの

私た

をつ

藤山 地

土だ

うと

【まとめ

藤山 そ

単に

   改

わけ

結び

ブ」

る機

   

きま

いけ

はな

   ２

ルギ

いと

   ３

とい

い。

う雰囲気に、

済財政諮問会

骨格を３月ま

までやるとい

それはなぜか

オリンピッ

東京オリンピ

ンピックの効

んですね。そ

デルをオリン

ていかなけれ

題、国土の問

なって考えな

の協働作業で

たちは、いき

つくれるよう

地域づくりオ

だけじゃなく

としていると

め】 

それでは、も

に、全体の取

改めて「小さ

けではありま

び付ける機能

という概念

機能”が非常

「小さな拠点

ましたが、ま

けないという

ないか。 

２番目のキー

ギーの循環も

といけないと

３番目として

いうことです

生態系もそ

特に今年に

会議も動き出

までに１回ま

いう議論まで

かというと、

ックが終わっ

ピック」にし

効果を、時間

その後、日本

ンピックのと

ればいけない

問題、全体の

なければいけ

です。最終的

きいきとした

うにしていか

オリンピック

くて、人間の

という感じが

もう時間が来

りまとめをさ

さな拠点」と

ませんが、共

能、結節機能

念を紹介され

常に重要では

点」づくりの

まずは「自治

うことがまず

ーワードは「

もあると思い

ということで

ては、「循環」

す。ここに本

そうですが、

-

になってから

出しました。

まとめろとい

で出てきてお

オリンピッ

ってしまった

したのでは駄

間的・空間的

本は人口減少

ときにまで作

いということ

の問題を、国

けないという

的には、そう

た国土でいき

かなくてはい

クというか、

の生き方、働

がしてまいり

来ていますが

させていただ

とは何なのか

共通して出て

能、小田切先

れましたが、

はないかと思

のキーワード

治」です。手

ず言えると思

「循環」です

います。「小さ

です。 

」も「自治」

本当はミソが

独り勝ちは
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ら急激にそう

国土政策に

いう動きにな

おりまして、

クです。202

たら、その後

駄目で、「日本

的にどうやっ

少・超高齢化

作って、そし

を、みんな

国も、地方も

方向になっ

いう「小さ

きいきとした

いけないので

そうしたも

働き方という

ました。 

が、私の方か

だきたいと思

か。一つの正

てきたことは

先生は「ロー

そういう“

思います。 

ドとしては色

手作りの拠点

思います。自

す。この「循

さな拠点」が

も、あるい

ある。「多角

は長続きしま

0 - 

いう議論に

ついても、

っています。

急激に大き

20 年にオリ

景気も落ち込

本オリンピッ

て広げるか

化時代に入っ

てそこから

が思い始め

、住民もみ

てきている

な拠点」が

生き方がで

はないかと思

のを取り戻

のも含め、今

からごく簡

思います。 

正解がある

、色々と

カル・ハ

結び付け

色々と出て

でないと

分たちでつ

環」も、経済

がこういうも

いは先ほどの

角形」の拠点

せん。みん

なっています

国土の新しい

。国会では、

な議論になっ

ンピックが

込みます。こ

ク」にしな

、これが日本

ていきます。

スタートして

ているのです

んなで、ある

ということで

国土の細胞に

きるように、

思っておりま

していくよ

今、つくり直

くり直せると

済の循環もあ

のの“結び

の人間の働き

をつくってい

なでそこに関

す。年が明け

いグランドデ

、そのための

ってきていま

日本で開催さ

このオリンピ

ければいけな

本のラストチ

。そこを支え

て実行できる

す。だから、

るいは経済界

です。まさに

になって、そ

、生命力のあ

ます。 

うな中で、地

直しの時代が

ということが

あれば、環境

目”になって

き方も、「多角

いかなければ

関わり、でき

けてから

デザイン

の集中審

ます。 

されます

ピックを

ない。オ

チャンス

えられる

るように

地域の

界も一緒

にこれか

そして、

ある日本

地域、国

が始まろ

が必要で

境やエネ

ていかな

角形」だ

ばいけな

きるだけ



いろ

まし

   そ

ある

捨て

   そ

ある

集落

いっ

てい

   最

はあ

する

企画

   全

しい

一歩

   大

皆さ

きま

 

 

ろんな人を巻

したが、「多角

そして、その

るいは、伝統

ての中の地域

そして、「共生

るいは、マン

落地域と都市

ったあたりに

います。 

最後に、行政

ありません。

るのが、行政

画員という形

全国の何万も

い地域の形、

歩でも近づく

大変限られた

さんのほうか

ます。どうも

巻き込みなが

角形」を取

の先に「定住

統のつながり

域ではあり得

生」。今日は集

ンションがあ

市地域がパー

に、国土全体

政とか制度の

現場は縦割

政であり、制

形で率先して

もの地域が、

国の形、そ

く日になった

た時間の中で

から拍手をい

もありがとう

 

-

がらやってい

り戻していく

」がある、と

の中に「定

得ないという

集落地域をテ

あるような地

ートナーエリ

体にもつなが

の話がありま

割りではなく

制度でないと

て示されてい

いい意味で

そして、人間

たのではない

で、素晴らしい

いただきまし

ございまし

 参考－101

いく。竹葉さ

くのが「小さ

ということで

定住」してこ

ことですね

テーマにやっ

地域にもこう

アとして、

がっていく大

したが、や

“丸ごと”

いけない。

います。 

で競い合い、

間が生きる形

いかと思って

いご議論をご

して、パネル

した。 

1 - 

んからも「仲

さな拠点」で

ではないかと

そ、意味が

ね。 

ってきました

いう拠点は必

色々なもの

大きなチャンネ

はり基本は、

です。やは

例えば、こ

また今日の

形を取り戻し

おります。

ご展開いただ

ルディスカッ

仲間づくり」

ではないかと

思います。

あるのではな

たが、やはり

必要だと思っ

が交流し、循

ネルがあるの

、「現場発」

り現場から学

の高知県では

ようにつなが

ていく。今

だいた４人の

ションを終わ

」という指摘

と思います。

これも、人や

ないか。要は

、都市の団地

っています。

循環していく

のではないか

です。現場

学び、現場へ

は、それを地

がり合うこと

日は、そうい

のパネリスト

わりとさせて

 

摘があり

 

や自然、

は、使い

地とか、

そして

く。こう

かと思っ

「着」で

へお返し

地域支援

とで、新

いう姿に

の方に、

ていただ



- 参考－102 - 

■フォーラム会場の様子■ 

 

▲会場入り口 ▲会場受付 

▲会場ロビー（集落活動センターの紹介ブース） ▲フォーラム会場の様子（知事発表） 

▲フォーラム会場の様子（ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ） ▲フォーラム会場（客席）の様子 

 

 


